
令和元年度生活困窮者就労準備支援事業費等補助金（社会福祉推進事業分） 

地域共生社会の実現に向けた包括的支援体制構築に必要な 

人材育成手法の開発に関する調査研究事業 

地域共生社会の実現に向けた包括的支援体制構築に向けて 

市町村における専門職（相談対応）向け 
研修実施のための手引き 

～「断らない相談支援」について学ぶ研修会の企画から実施まで～

令和２年３月 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



 

◆ 目次 ◆ 
 

はじめに ............................................................................................... 1 

１．なぜ、「断らない相談支援」について学ぶ研修をあなたの市町村で 

企画・実施する必要があるのでしょうか？ .............................................. 1 

２．この研修を受講してほしい専門職（相談対応）は、誰でしょうか？ ................. 3 

３．この研修は、どのような機能、役割、効果が期待できるでしょうか？ .............. 4 

４．本手引きの使い方 ............................................................................ 4 

 
第一部 研修の企画体制の立ち上げから 実施までの手順 ...................................... 7 

Ⅰ．トップの理解を得る ......................................................................... 9 

Ⅱ．起案メンバー・チームを立ち上げる ..................................................... 10 

１．起案書の作成体制を検討する .......................................................... 10 

２．起案書の作成体制を構築する .......................................................... 11 

Ⅲ．研修起案書を立案・作成する ............................................................. 12 

１．起案書作成のための情報収集 .......................................................... 12 

２．企画メンバーの意識統一 ............................................................... 12 

３．起案書の主な掲載事項・内容 .......................................................... 13 

Ⅳ．庁内に起案書を報告、理解・承認を得る ............................................... 15 

１．所属長への相談 .......................................................................... 15 

２．同僚や上司、関連部署等への説明 ..................................................... 15 

３．起案書の提出・承認、研修実行に向けた協力依頼 .................................. 15 

４．都道府県所管課への情報提供と協力確認 ............................................ 16 

Ⅴ．研修実施計画の立案、組織承認、開催決定 ............................................ 17 

１．研修実施計画の立案 ..................................................................... 17 

２．研修の周知 ............................................................................... 18 

Ⅵ．研修実行チーム立ち上げ、実行に向けた準備 .......................................... 19 

１．研修実行チームの立ち上げ ............................................................. 19 

２．研修開催までの業務、準備 ............................................................. 19 

 
第二部 研修の企画・準備、 研修の実施、 研修後の企画・対応 ........................... 21 

Ⅰ．研修の企画・準備 .......................................................................... 23 

１．研修の目的・狙いの設定 ............................................................... 23 

２．研修対象者の設定 ....................................................................... 25 

３．受講者募集・確保方法 .................................................................. 26 

４．研修の実施体制・分担の検討 .......................................................... 26 

５．研修会の開催日時・場所の決定 ....................................................... 28 

６．研修の準備物 ............................................................................. 29 

 



 

Ⅱ．研修の実施 .................................................................................. 30 

１．研修の全体構成 .......................................................................... 30 

２．グループの作成方法 ..................................................................... 31 

３．事前課題 .................................................................................. 32 

４．当日打合せ ............................................................................... 32 

５．研修プログラム .......................................................................... 33 

６．資料作成 .................................................................................. 52 

７．記録（録音・録画・写真撮影等） ..................................................... 52 

Ⅲ．研修後の振り返り・職場での活用 ....................................................... 53 

１．研修終了後の振り返りの会議・懇親会等の実施 .................................... 53 

２．各職場での報告・活用の依頼 .......................................................... 53 

３．受講者アンケートの実施 ............................................................... 53 

 
第三部 都道府県の役割 .......................................................................... 55 

１．地域共生社会の推進における都道府県の役割とは .................................... 57 

２．市町村の推進を担う人材の育成 .......................................................... 59 

（１）基本的な考え方 ....................................................................... 59 

（２）研修実施の具体的方法（大分県の取組事例を参考にして） .................... 59 

３．その他考えられる都道府県の役割 ....................................................... 62 

 
第四部 岡山市でのモデル研修実施結果報告 ................................................... 63 

Ⅰ．モデル研修の開催概要 ..................................................................... 65 

１．本事業※におけるモデル研修の実施目的 ............................................. 65 

２．モデル研修実施地域 ..................................................................... 65 

３．研修タイトル ............................................................................. 65 

４．モデル研修参加者に対する実施目的 .................................................. 65 

５．開催日時 .................................................................................. 65 

６．開催場所 .................................................................................. 66 

７．対象者 ..................................................................................... 66 

８．参加人数 .................................................................................. 66 

９．研修プログラム .......................................................................... 67 

Ⅱ．研修教材の作成 ............................................................................. 68 

１．研修教材の作成方法、作成の工夫 ..................................................... 68 

２．研修のために作成した資料 ............................................................. 69 

Ⅲ．アドバイザーの役割、選任、配置 ....................................................... 70 

１．アドバイザーの役割 ..................................................................... 70 

２．オブザーバー（他自治体参加者）の役割 ............................................ 70 

３．各プログラムにおける役割 ............................................................. 70 

 



 

Ⅳ．当日の研修内容 ............................................................................. 73 

１．グループ分け ............................................................................. 73 

２．プログラム・タイムスケジュール ..................................................... 76 

３．会場レイアウト、研修風景 ............................................................. 89 

【研修スライド資料一式】 .................................................................. 91 

【アンケート一式】 ........................................................................ 137 

Ⅴ．起案、内部稟議、庁内連携、参加者募集について .................................. 143 

 
第五部 資料編 ................................................................................... 153 

１．改正社会福祉法の概要 ................................................................... 155 

２．地域共生社会に向けた包括的支援と多様な参加・協働の推進に関する検討会 

最終とりまとめ ........................................................................... 156 

３．本調査研究事業の概要 ................................................................... 159 

 

 
  



 

 
 
 
 
 



1 

はじめに 
 

１．なぜ、「断らない相談支援」について学ぶ研修をあなた
の市町村で企画・実施する必要があるのでしょうか？ 

 

◯令和元年 12 月 26 日、「地域共生社会に向けた包括的支援と多様な参加・協働の

推進に関する検討会」の最終とりまとめが行われました。この中で、市町村における

包括的な支援体制の整備の在り方として、「断らない相談支援」「参加支援」「地域

づくりに向けた支援」の３つの支援を一体的に行うこととされています。 
 

◯本手引きは、この３つの支援のうち、「断らない相談支援」に焦点をあてたものです。 
 

◯厚生労働省が最終とりまとめで示している新たな事業の実施にあたっては、「断らな

い相談支援」とは何かを関係する専門職たちがともに考えながら、実践していくこと

が極めて重要となります。「断らない相談支援」は現代社会で欠かせない支援の姿

勢ですが、実は難しいことであり、気がつかないうちに、断ってしまっていることすらあ

るため、研修が必要と考え、本手引きにいたりました。 

◯例えば、以下のようなことが起きてはいないでしょうか・・ 

・相談者の本当に相談にのってほしいことを引き出せず、相談者は『どうせ相談しても無

駄・・』と諦めていないでしょうか・・ 

・相談者は複合的な課題を抱え、相談したいことの整理ができていないのに、それに寄り

添った対応をせず、聞かれた相談にのみ対応していないでしょうか・・ 

・相談窓口は相談者から相談内容を聞いても、どこが担当なのか分からず、とりあえずつ

なげそうなところへ回したままにしていないでしょうか・・ 

・そもそも、相談ニーズのある人が相談に来ていない、ということはないでしょうか・・ 

・相談に対応する職員側も、断らない相談といわれても、断れないとなると負担が大きい、

どう対応することなのか分からない、普段から断ってなどいないのに・・等々、戸惑いは

ないでしょうか・・ 

 

◯これらの背景には社会的孤立、複合課題や制度の狭間の顕在化、といったことがあ

げられます。 

◯制度に基づき、相談者に必要なサービスを提供することで支援ニーズを充足するこ

とは、これまでも、これからもある一方、８０５０問題等の制度をまたがる複合課題の
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顕在化により対象者別の各制度のもとでの支援の実践において対応に苦慮してい

る現状があります。 

◯また、地域のつながりの希薄化、家族機能の低下、雇用形態の変化による会社内で

のつながりの低下など、「共同体機能」の脆弱化により、課題を抱えたとしても、身近

に気づいてくれたり、気軽に相談できる人がおらず、SOS が出せずに本人の意思と

無関係に孤立化してしまっている現状があります。 

◯複合的な課題を抱える人や、制度の狭間に支援ニーズを抱える人は、どの相談窓口

にも来ます。相談窓口において制度に基づくサービスを紹介・提供するだけではなく、

相談者により丁寧に寄り添い、抱える課題や困りごとを想像しながら、必要な機関や

関係者と協働しながら伴走していく必要があります。 

◯一見無関係と思える相談窓口でさえも、相談業務に関わる職員一人ひとり（委託先

や介護・障害等事業所含む）がこのような現状や、これからの社会で求められる「断

らない相談支援」の基本的な考え方を理解し、現場の実践に活かしていくことが必

要となります。 

 

◯本手引きでは、「断らない相談支援」について、わが市町村の実情に引きつけて考え、

相談に対応する専門職が「今、何が求められているのか」を理解し、実践するための

具体的な研修手法について解説します。 
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２．この研修を受講してほしい専門職（相談対応）は、誰で
しょうか？ 

◯相談支援の場面で起きている課題を踏まえると、どのような人に研修を受けてもらい

たいでしょうか。 

◯「断らない相談支援」に関わる部署はどこでしょうか。専門職は誰でしょうか。 

それぞれの特徴や課題はどのようなものでしょうか。 

例えば、「若手職員は比較的柔軟に相談支援に対応している」「ベテラン職員ほど

従来の方法にとらわれて柔軟な対応が苦手」「福祉事務所と地域包括支援センタ

ーでは所管している制度の考え方や相談支援のスタンス等が異なり、対応に特徴が

ある」など、よく見ると、さまざまな特徴、課題はないでしょうか。 

◯まず、わが市町村での相談支援の実態を踏まえて、どのような部門、専門職に、どの

ような特徴や課題があるのか、仮説を立ててみるとよいでしょう。そうすることで、誰に

この研修を受けてほしいのか、対象を明確にしていくことにつながります。 

POINT! 

複合的な課題や制度の狭間に支援ニーズを抱える人が、どの相談窓口を訪れる

のか。もしくは、どの部署でそのニーズを拾い上げる可能性があるのか、を考え、

その部署を基本的な対象と設定するのが、第一歩かもしれません。「断らない相

談支援」とは、窓口担当者が「職掌を超えて全部を引き受ける」のではなく、「職

掌を超えたニーズをみんなで受けとめ、最終的に各部署の負担を減らす」ことを

念頭においた概念です。受けとめ、一緒に考える「みんな」が誰なのか、を選考基

準にしてください。 

せっかくの機会だから、と、さらに対象を拡大したい場合は、そのような支援ニーズ

に伴走するときに関わってほしい部署（例：税務や環境）や専門職を追加したり、

階層を縦に広げる（係長、課長、部長職まで呼びかける）ことも検討できます。た

だし、一度に対象を広げすぎると準備も当日の運営も負荷があがります。試行錯

誤を重ねて複数回で改善していく研修にしてもいいですよね。 
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３．この研修は、どのような機能、役割、効果が期待できる
でしょうか？ 

◯本手引きで解説する研修では、相談支援に関わる専門職に対し、以下の３つの機会

を提供することを目指します。 

①自分の市町村で必要とされている『断らない相談支援』とは具体的にどのよう

なことなのかを認識できる機会を提供する 

②自分が「断らない相談」を実践できているのか確認したり、知らないうちに「断

る相談」をしていないか気づく機会を提供する 

③自分が「断らない相談」をできていることに気づき、勇気づけ、さらなる向上心を

持つ機会を提供する 

※本研修は、「断らない相談支援」に関する研修です。冒頭にあげた３つの支援のうち

「参加支援」「地域づくりに向けた支援」については解説していませんが、「断らない

相談支援」を行った後は「参加支援」が必要となり、地域に適切な資源がなければ

「地域づくりに向けた支援」を行っていくことが必要となります。本研修で支援の入

口である「断らない相談支援」を理解し、実践していくことで「参加支援」、「地域づ

くりに向けた支援」について、受講者がそれぞれの立場でどういったことができるの

か、検討するきっかけにつなげていきます。 

 

４．本手引きの使い方 
◯本研修は、市町村の職員自身が企画し、実施していくことを想定しています。研修の

進行や講師も含め、市町村の職員が主体となって実施することで、人材育成につな

げることも狙いとしています。 

◯次ページのように、市町村で研修の担当となった人が、手順を追って進めていくこと

ができるように構成し、解説をしています。第一部Ⅴ「１．研修実施計画の立案」の中

身は、「第二部 研修の企画・準備、 研修の実施、研修後の企画・対応」「第四部 

岡山市でのモデル実施研修結果報告」を参考にしてください。 

◯また、第三部では都道府県の役割について解説をしています。 

◯紹介している方法はあくまで一案です。各市町村で地域の状況を踏まえて、創意工

夫で研修の企画を行ってください。例えば、１日研修として提示していますが、複数の

日程に分けて実施したり、内容を追加したり、状況に応じてアレンジが可能です。 
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Ⅰ．トップの理解を得る 
◯本研修は複合課題や制度の狭間の課題に対応する福祉の基本的な考え方を学び、

現場の実践に活かしていくことを目的としています。 

◯これまでは制度に基づきサービスを提供してきましたが、複合課題や制度の狭間の

課題に対応していくためには、多分野の協働により、さまざまな制度に基づくサービ

スや地域の支え合いなどのインフォーマルサービスを組み合わせながら支援を行う

ことが必要になります。 

◯一方、相談窓口においては自分たちの所管の制度に基づいてサービスを提供してい

ることから、自分たちの所管外については対応できず、やむを得ずたらい回しが起こ

り、結果として相談者が「断られた」という事例が見受けられます。 

◯こういった状況を踏まえると、各分野の所属長の理解だけでは多分野の協働が進み

にくい現状があり、本研修を行うにあたり、いわゆる「縦割り」を乗り越える工夫が必

要になる可能性があります。 

◯このため、所属長に加え、局長や部長、場合によっては首長含め、トップの理解を得

ていくことが重要です。トップの理解を得て、複合課題や制度の狭間のケースについ

て対応をしていく方針を決定することで、各分野の所属長や担当者の協力を得やす

くなります。 

◯また、研修受講者は担当だけではなく、所属長、局長や部長、場合によっては首長含

め参加してもらうことも重要です。トップにも「断らない相談支援」の基本的な考え方

を理解してもらうことで、組織全体に考え方を浸透させることができ、持続可能な仕

組みにつながっていきます。 
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Ⅱ．起案メンバー・チームを立ち上げる 
 
◯はじめに、研修実施のための起案書（稟議書）を立案します。 

本研修を業務として企画し実施するにあたって、組織内の起案書（稟議書）を作成・

提出し、承認を得ることが出発点となります。 

 

１．起案書の作成体制を検討する 

◯起案書の作成方法には、 

①まず、主担当となった人が作成する方法、のほか、 

②所属や職種、資格等が異なる数人がチームで相談して作成する方法、 

などが考えられます。 

 

◯受講対象となる専門職の所属部門や組織は、高齢者、子ども、教育、障がい児・者、

生活困窮、地域福祉、多様性促進、多文化共生、市民相談、看護・保健・医療等、全

庁及び外部の関係機関等、多岐にわたります。 

◯また、受講対象となる専門職は、 

①住民に対する相談窓口（対面、電話等）に配置されて、一次相談を担当している

職員、 

②①では対応しにくい相談支援事案を、部門・分野横断的に統括・調整する職員、 

を指し、専任・兼任を問いません。 

さらに、社会福祉士や保健師、看護師、介護支援専門員等の相談支援に関わる公

的な専門資格の有無も限定しません。 

 

◯相談支援に関わる部門、組織、専門職等の現場の状況を踏まえたうえで、本研修の

企画を起案するには、どのような体制がよいかを考えます。 

短期間で効率的に進める場合は、まず主担当者が案を作り、それに対して意見をも

らう方法、各現場の意見を出し合いながら作成する場合は、他部門や他機関の人で

チームを作ることも効果的です。 
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２．起案書の作成体制を構築する 

◯起案書の企画メンバーを固める方法は、 

①業務を通して顔の分かる関係を構築している職員から募る方法、 

②組織の既存ルートを通して募る方法、 

などが考えられます。 

いずれの方法をとる場合も所属長に事前に報告・相談しておきましょう。 

◯なお企画メンバー規模としては、一般的には、２～３人規模が緊密な検討、協働作業

を進めるうえで効果的です。 

  POINT! 

ちなみに、企画段階から厚生労働省の地域共生推進担当者と連絡を取り合って

もいいかもしれません。アドバイスを受けたり、他自治体での取組例を参考にでき

る可能性があります。場合によっては、研修当日に行政説明に来てもらうこともで

きるかもしれません。同じ発想で、地域共生社会実現のためのモデル事業を受託

している近隣自治体や、ブロック単位での情報交換会でも相談すると、ヒントやア

ドバイスを受けられるかもしれませんね。また、後に触れる都道府県に相談するこ

とも一案です。 
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Ⅲ．研修起案書を立案・作成する 
 
１．起案書作成のための情報収集 

◯研修の起案書を作成するには、現場の実態を把握する必要があります。そこで住民

向けの相談窓口を担当している職員へヒアリング等により、情報収集を行います。 

◯本研修の意義や効果に対し、確信をもって企画を行うためには、相談窓口が『断ら

ない相談支援』の機能をどの程度、発揮しているのか、課題は生じていないか等を、

実際に対応している職員から話を聞き取り、相談窓口の現状とともに、研修の受講

対象者のイメージをつかむことが大切です。 

そして、「わが市町村」の相談支援に関わる専門職に必要な研修のイメージ、内容、

難易度等に関して仮説を立てます。その仮説に基づいて、研修の企画を具体化して

きます。 

POINT! 

「仮説」というのは、誰にこの研修を届ける必要があるのか、の問題意識の所在で

す。「これは全職員一度ちゃんと受講すべき！」なのか、「ケースを持っている若手

中心に丁寧に着実に」なのか、「管理職や特定の専門職から難易度の高い研修

を」という話なのか、複合的な課題や制度の狭間に支援ニーズを抱える人たちに

どの程度対応できているのか、の自己分析から研修の対象者とレベルを選定しま

しょう。 

 

２．企画メンバーの意識統一 

◯起案書の作成にあたっては、企画メンバーで以下の点を明確にしたうえで、取り組む

ことが大切です。 

①相談支援の現場の個々の職員が、『断らない相談支援を実践する力』をより向上

させるための「人材育成研修」の一環として企画立案する。 

②市町村の職員だけでなく、相談支援業務を委託ないし助成している組織で相談

支援業務に従事している職員等も含めた「人材育成研修」の一環として企画立

案する。 

◯『断らない相談支援』の機能を、国の示す定義を踏まえて、企画メンバーで共有しま

しょう。 
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＜断らない相談支援＞ 

◯本人・世帯の属性にかかわらず受け止める相談支援 

①属性にかかわらず、地域のさまざまな相談を受け止め、自ら対応する又は関係機関

につなぐ機能 

②世帯を取り巻く支援関係者全体を調整する機能 

③継続的につながり続ける支援を中心的に担う機能 

※②及び③の機能を強化 

 （出所）厚生労働省「地域共生社会に向けた包括的支援と多様な参加・協働の推進に 

関する検討会」最終とりまとめ 概要 令和元年 12 月 26 日 

 

各相談窓口で「何でも受け止めて、その受け止めた窓口で解決を目指す」ということ

ではなく、「従来、受け止めきれていない相談者の家庭等を含めた支援課題に、より

早期に気づき、必要な部署・機関等と連携して、相談者に伴走して、本人が望む暮ら

しに近づける」ということです。 

 

３．起案書の主な掲載事項・内容 

◯起案書の主な記載内容としては、例えば、以下の項目があげられます。 

起案書作成にどの程度の投入工数が見込まれるのか、庁内・庁外の協力・連携先、

期待する成果を起案に明記することは、働き方改革の観点も含めて、承認者が本起

案を評価・判断するうえで、ポイントとなります。 

＜研修企画＞ 

◯目的・狙い 

◯受講対象 

◯研修の実施方法 

◯研修内容 

◯期待できる成果 

◯費用 ／等 

＜研修の実施体制＞ 

◯研修担当者が本業務に予定される投入時間数の

見込み 

◯参加協働を依頼する庁内、及び他部門等の担当

職員 

◯参加協働を依頼する外部の関連組織・機関の名

称  ／等 

◯受講対象については、『断らない相談支援』業務を担っていると思われる担当部門、

組織等を洗い出します。例えば、次頁の分野が想定されます。庁外の関係機関・職

種等は、住民の一次相談や支援に対応していると思われるところを検討します。 

◯また、本研修はこれからの福祉の基本的な考え方を学ぶことから、福祉事務所や地

域包括支援センターといった現場の職員（委託先含む）だけではなく、庁内の制度

所管課も参加することが重要です。 

地域の実態に応じて幅広く受講対象を想定していきましょう。 
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  ■庁内の部門 

・生活困窮 

・障がい児・者 

・介護保険 

・高齢者福祉 

・地域包括ケア 

・児童福祉 

・子育て支援 

・地域福祉 

・保健・衛生、医療 

・多文化共生 

・教育 

・税部門 ／等 

  ■庁内・庁外の関係機関・職種等 

・福祉事務所 

・生活困窮者自立支援相談支援機関 

・地域包括支援センター、居宅介護支援事業所 

・保健センター 

・精神保健福祉センター 

・ひきこもり支援センター 

・障害者自立支援協議会メンバー、障害者基幹相談支援センター、障害者地域生活拠

点、障害者相談支援事業所等 

・児童相談所 

・病院の地域連携室等の MSW（メディカルソーシャルワーカー） 

・社会福祉協議会の日常生活自立支援事業等の担当職員等 

・訪問看護ステーションの看護師等 

・女性活躍支援を行う団体、DV 相談室等 

・各種市民相談窓口  ／等 

 

◯「若手」「中堅」「ベテラン」等の受講者の職位や経験については、研修受講の成果

を日常の相談支援業務に活かしていくことが目標であることを踏まえ、検討しましょ

う。いずれかに特化する場合もあれば、さまざまな段階の人を混ぜる場合も考えられ

ます。それぞれの市町村の実情に応じて、十分検討することが大切です。 

POINT! 

「研修」は、人の意識と行動を変えるための手法です。ベテランや中堅が変わるこ

とで若手に好影響を与える、と考えれば、職歴が長い人からでしょうし、若手が

「先入観なくしっかり話を聞く」重要性をより重視すれば若手から、かもしれませ

ん。世代を絞り研修を設計すると、その世代に特化する分、変化を生みやすい反

面、世代間の意識と行動の差を際立たせる結果になることも注意です。世代を混

ぜた研修では、多様な知恵や視点を習得できる効果がありますが、日ごろの権威

や関係性が持ち込まれないよう配慮が必要です。 
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Ⅳ．庁内に起案書を報告、理解・承認を得る 
 
１．所属長への相談 

◯起案書作成の途中段階で、所属長に対して、研修開催の趣旨や必要性、期待され

る効果などについて説明し、理解や助言を得ましょう。 

特に、例えば以下の点に関して助言を求めるとよいでしょう。期待できる各種支援の

示唆も得るようにします。 

・研修の実施計画作成や実行について、協働・連携したほうがよい庁内他部門や

庁外組織・団体（事業者、専門職） 

・受講を呼びかける庁内部門や庁外組織・団体、受講・参加職員の範囲 

・研修の開催方法・内容、実行体制 

・研修事業の位置づけ（業務内活動、業務外自主活動／職員研修部門主催・共

催、起案部署主催／受講対象部署との共催 等） 

・都道府県の協力を得ることについて、該当所管部署について 

・開催日程・年度 

・研修会開催費用の確保方法 

／等

 

２．同僚や上司、関連部署等への説明 

◯所属部署の上司や同僚に対して、研修開催について説明を行い、理解を得ます。 

研修開催の企画立案や関係部署との調整、協議を業務時間内で行うため、事前に

同僚や上司の了解を得ておくことで、円滑に研修の企画や準備を進めることができ

ます。 

◯その他、研修テーマが全庁的なテーマでもあることから、関連する部署、部門・部局

の長等に対しても、研修の趣旨について説明を行うことが、所属する職員に研修へ

参加してもらううえでも効果的です。その際、事前に報告・相談した所属長に同席し

てもらってもよいでしょう。 

 

３．起案書の提出・承認、研修実行に向けた協力依頼 

◯起案書が完成したら提出し、承認を得ます。 

承認を得たら、庁内・庁外の関係する所管部署、担当職員等に対し、研修実行に関



16 

わる協力・協働の依頼を行います。 

◯研修実行への協力依頼の際に、関係役職者から留意すべき点や留保事項、助言、

庁内・庁外連携調整に関する参考情報などを得られる場合があります。それらも参

考に研修実行にむけて、調整を行っていきます。 

 

４．都道府県所管課への情報提供と協力確認 

◯都道府県の所管課に情報提供し、協力を得られる場面や内容などについて状況を

確認します。 

◯例えば、以下について、感触を得ることに努めます。 

・都道府県内や全国の市町村における関連研修の先行事例、企画中の事例に関

する情報提供 

・周辺市町村等との共同企画実施等の支援 

・研修事業における効果的な開催手法、有効な類似研修教材等の情報提供 

／等

 

※都道府県の役割については、「第三部 都道府県の役割」を参照して下さい。（ｐ55） 
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Ⅴ．研修実施計画の立案、組織承認、開催決定 
 
１．研修実施計画の立案 

◯承認された起案書に基づいて、研修の具体的な「研修実施計画」を立案します。 

主な立案事項は、例えば、以下のとおりです。 

・研修目的 

・受講対象 

・研修内容 

・講師等の選定 

・開催方法 

・企画～準備～実施～評価検証に必要な実行体制組織 

・受講者確保の工夫 

・受講者向け配布テキストの企画、作成方法 

・受講後の評価方法 

・費用積算、費用確保の方法 

／等

 

◯起案書の承認や研修実行への協力を得る過程で確認した留意点、助言等を踏まえ

て研修実施計画を立案します。助言等を踏まえて立案することで、協力や理解を得

やすく、円滑に計画を進めることにつながります。 

◯研修実施計画を立案するにあたっては、都道府県の所管課などから得られる示唆や

情報のほか、庁外の相談支援に関わる事業を担う組織や職員、事業者等の連携組

織等、研修受講者の確保面でも協力を得られそうなところへ、研修の説明を行いま

す。研修実施計画の検討や受講者確保について、協力や提案、助言をもらい、研修

イメージを明確にしていきます。 

◯説明を行う先として、例えば以下の機関等があげられます。 

・市町村社会福祉協議会 

・福祉事務所 

・保健センター 

・介護保険サービス事業所 

・居宅介護支援事業所 

・地区医師会、看護協会 

・児童健全育成関係施設・事業所 

・地域包括支援センター 

・障害者自立支援事業所 

・病院、在宅療養支援診療機関 ／等 
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２．研修の周知 

◯庁内及び対外的に研修開催の報告・広報するにあたっては、以下の点を明確に示す

とよいでしょう。関係組織・部門で住民に対する相談支援を担当している職員の「参

加したい」気持ちを後押しするうえでも、重要なポイントとなります。 

◯本研修会は、新たに総合相談窓口を設置すること、その配置職員のための準備

研修ではないこと 

◯従来からの相談支援業務の基礎の上に、相談者や申請者の世帯や家族の支

援ニーズに気づく方法、相談者や申請者に伴走しながら担当部署と協働する

方法等を習得するための向上研修であること 

◯幅広く受講参加を呼びかける任意事業であること ／等 

 

POINT! 

どんな人を対象に何を得られる研修か、を明確にしていきましょう。 

こんな相談に困っていないか、自分ひとりで相談を受けて不安に感じていないか、

自分のあの時の対応が良かったのか心配なケースがあるか、など、受講すべき人

の不安や心配、困りごとを明記すると、「自分ごと」と受け止められるようです。さら

には「みんなで相談しながらケースを担当できるようになる」研修のように、困りご

とを解決できる先の姿も示していくと、さらに動機づけられるでしょう。「断らない

相談支援研修」と言ったら、重たくて行きたくないですよね！せめて、相談支援の技

術をステージアップする、なら、まだあり、でしょうか。自分がなんと言われたら行き

たい！と思えるか、を考えてみましょう。 
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Ⅵ．研修実行チーム立ち上げ、実行に向けた準備 
 
１．研修実行チームの立ち上げ 

◯研修実施計画の承認を得たら、研修実行チームを組成し、メンバー（所属部署内外、

外部組織の相談担当職員等）で打ち合わせを行いましょう。本研修の目的や想定す

る狙い、各メンバーの役割等について話し合います。 

◯研修実行チームは、起案書作成メンバーが引き続き行う方法も考えられます。開催ま

での工程や役割を想定したうえで、組成しましょう。研修開催までの工程より、例え

ば、以下の３つのチームを編成する方法もあります。 

◯全工程にわたり推進役を担うコアメンバー 

◯可能な範囲・場面・役割のみサポートに入るチームメンバー 

◯開催準備・当日限定で参加・協力するチームメンバー 

／等

 

◯研修実行チームの発足にあたっては、発足段階、キックオフミーティング等において、

当研修の目的や具体的な内容、受講対象等について情報共有し、意識統一を図る

ことが、効率的なチームマネジメントのうえでも大切です。その内容を簡潔に記した

文書（電子）の作成と共有も行いましょう。 

 

２．研修開催までの業務、準備 

◯研修開催までの必須業務には、例えば、以下があげられます。研修実行チームで担

当を決めていきましょう。 

・全体進行管理 

・研修内容・カリキュラム立案 

・講師・アドバイザー等のアレンジメント 

・研修会資料・データ作成 

・渉外、広報 

／等
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◯研修の準備として、例えば、まず、以下に取り掛かります。 

※具体的な内容については第二部で解説します。 

・講師等の研修での位置づけ、候補者選定 

・研修のコンテンツ作成（プログラム、カリキュラム、当日マネジメント方法等） 

・研修会場の使用予約 

・受講を呼びかける対象の絞り込み ／等 
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第二部 
研修の企画・準備、 
研修の実施、 
研修後の企画・対応 
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Ⅰ．研修の企画・準備 
 
１．研修の目的・狙いの設定 

◯研修目的とそれに対応した受講対象、研修内容等を明確にして、起案書を実施計

画にブラッシュアップしていきますが、まず、「断らない相談支援」について学ぶ研修

の目的・狙いを明確にしましょう。 

 

◯「断らない相談支援」とは、高齢、障がい、子ども、生活困窮ごとに行われていた相談

支援を一体的に実施し、包括的に受け止める支援姿勢を市町村内にひろげるもの

です。 

特定の部署や担当者がすべてを受け止めるのではなく、『多部門、多機関の既存の

ノウハウを活用しながら、市町村全体で関係者が連携して、支援体制をつくることが

できるようになる』ことが研修の大きな目的です。 

 

◯平成 30 年 4 月に施行された改正社会福祉法では、住民や福祉関係者が、①支援

を必要とする住民（世帯）が抱える多様で複合的な地域生活課題を把握し、②関係

機関と協働・連携等を行って解決を図ることができるようになるために、市町村は、

以下の包括的な支援体制づくりに努める旨を規定しています。 

◯地域住民の地域福祉活動への参加を促進するための環境整備  

◯住民に身近な圏域において、分野を超えて地域生活課題について総合的に相

談に応じ、関係機関と連絡調整等を行う体制  

◯主に市町村圏域において、生活困窮者自立相談支援機関等の関係機関が協

働して、複合化した地域生活課題を解決するための体制 ／等 
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◯では、研修の受講者にどのようなことを学んでもらいたいでしょうか。研修の狙いを

明確にすることも大切です。 

例えば、受講者が研修を受講することで、以下のような学びを得ることがあげられま

す。 

◯「孤立」が大きなテーマであることを学ぶ（相談者が誰にもつながれていない

状況を想像できるようになる）。 

◯解決ではなく、「つながり」に意味があり、つながり方は対象者によってさまざま

であることを学ぶ。 

◯相談者と「一緒に考えた」ことが伴走であり、解決だけが支援ではないことを学

ぶ（一緒に考えることでスタートラインに立つことができる）。 

◯相談を受ける自分自身が、「自分は困っている」と発信できることが伴走支援に

つながることを学ぶ。 

◯特に、本研修を受講したことで、相談支援を行う中で、困っていること、悩んでいるこ

となどが整理でき、それを言語化して、職場や地域で相談できるようになるということ

が、「断らない相談支援」を学ぶ研修において、大切な狙いとなります。 

そのことが、市町村内に、お互いに相談しあったり、語り合ったりできる風土をつくる

ことにつながります。支援全般と同じように、「断らない相談支援」に「一つの正解」

はありません。仲間たちと悩みを共有し、相談しあえる風土は不可欠です。 

 

◯本研修を開催することで、あなたは、わが市町村で、どのような変化を起こしたいで

すか？ 
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２．研修対象者の設定 

◯本手引きで想定している研修の主な対象者は以下です。 

・庁内外の福祉分野の相談にかかわる部門に従事する職員 

・初任者（保健福祉の経験なしに相談窓口に配置された職員でも理解できる内容。

多少、ケースを担当した経験がある人） 

◯第一部の起案書の作成（ｐ12）でも触れましたが、庁内、庁外で想定される部門や

関係機関等として、例えば、以下があげられます。どのような部門、職員に参加しても

らいたいか、具体的にリストアップしていきましょう。職種や年代なども含めて整理し

ていきます。 

■研修対象の検討 

・庁内のみとするか、庁外も含めるか 

・福祉関係者のみとするか、福祉関係者以外も含めるか 

・若手のみとするか、中堅やシニアも対象とするか 

・職場単位で悉皆の研修とするか  等 

 

■対象部門の検討 

＜庁内＞ 

・生活困難  ・障がい児・者  ・介護保険  ・高齢者福祉  ・地域包括ケア 

・児童福祉  ・子育て支援   ・地域福祉  ・保健・衛生、医療 

・地域共生  ・税部門 ／等 

＜庁外＞ 

・病院  ・診療所  ・社会福祉協議会  ・介護保険サービス事業所 

・障害福祉サービス事業所  子育て支援に関わる施設・団体 

・相談支援を行う団体 ／等 

 

◯市町村内のネットワーク構築を図りたいのであれば行政職員中心、民間の関係機

関等との連携を推進したいのであれば、行政職員と民間の関係機関を半数ずつに

するなど、目的に応じて研修対象を設定していきます。 

◯本手引きでは、グループワークが組み込まれていますが、より効果的な議論が行わ

れるように、各グループにアドバイス等が可能な相談経験や知見が豊富な職員等が

アドバイザーとして参加することも考えられます。アドバイザーは、市町村の職員のほ

か、庁外の人に担ってもらうことも考えられます。 
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３．受講者募集・確保方法 

◯研修対象者が決まり次第、定員を決めて、受講者の募集を開始します。 

グループワークもあることから、どの組織、職種に何人程度の参加があったらよいか、

おおよそ割り当てた人数を算出してから、受講者を募るとよいでしょう。 

◯地域共生のテーマは、多部門に渡るため、受講者の確保においては、部長、局長級

の協力を得ることも大切です。 

◯また、庁内・庁外含め、研修対象者が所属する組織が関わる会議（福祉事務所長会

議、保健センター長会議、地域包括支援センター長会議 地域ケア会議 介護サービ

ス事業者連絡会の会議 等）があれば、その場に出向いて、説明の時間をつくっても

らったり、研修のチラシを配布するなどして、参加者を募るとよいでしょう。 

◯こうした場を活用して、各部署・組織の長やキーパーソンに、具体的に何人程度、ど

のような人に参加してほしいのか（管理職、中堅、新人等が均等になるように〇人程

度など）も伝えることで、組織内での調整を進めてもらいやすくなります。業務との関

係で、職員一個人では職場の調整が難しいという場合もあるので、参加を促進する

ために効果的です。 

参加しやすい日を確認し、多くの参加者が集まりやすい日を設定することも大切です。

（大きなイベント開催、定例の対応必須の業務日、業務繁忙時期などの確認） 

◯さらに、特にこの人には参加してもらいたいという人がいれば、リストアップして、個別

に依頼を進めましょう。 

◯職場に戻ったら、研修で学んだことや気づいたことを共有することを要請する前提で

考えると、各職場から最低 1 人となるところです。しかし、研修で持ち帰る高い熱量

を共有できる仲間がいたほうが、研修の間現場を守っていた仲間に伝わりやすいこ

とから、可能な限り、各職場 2 人以上、とするほうがよい、と一般的には言われます。 

 

４．研修の実施体制・分担の検討 

◯本手引きでは、正解がなく、個別性が高い「相談支援」のあり方を「考える力」を涵

養することを目的にしているため（「教える」研修ではない）、気づきを生みだすファ

シリテーターのみで場を回す想定をしています。 

◯しかしながら、研修プログラムに応じて、サブファシリテーター、アドバイザー、講師等

を置くか、オブザーバーを呼ぶか、それぞれ誰に依頼するか、目的により使い分ける

ことができると考えていますが、「学びあう」場づくりのため、できる限り市町村の職

員で担ってもらえる人を探します。 
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例えば、以下が考えられます。 

◯研修全体の学習ファシリテーター（グループワークの指示や全体発表の差配、学びの

整理など） 

◯講師（最新情報もしくは話題・ケース提供役） 

◯グループワークのサブファシリテーターやアドバイザー（助言役） 

◯オブザーバー（各部門の管理職・役職者、専門職団体、事業者団体、ＮＰＯ、住民組織、

他自治体職員 等、今後つながりを持ちたい、もしくは研修内容を理解してほしい協力

者たち） 

／等

◯グループワークのサブファシリテーター、アドバイザーを置く場合、管理職や相談支援

に熟知した人を指名するとともに、事前に説明会や個別の説明を行うとよいでしょう

（役割、研修構成、グループワークの進め方等の解説）。 

例えば、彼らの役割として、以下があげられます。 

◯各グループワークにおいて、議論が行き詰った場合や議論とは異なる視点があった場

合に、ヒントや問いかけを行い、グループワークを活性化させる。 

◯タイムキーパーとして、時間の管理を行う。 

◯各グループワークの結果を発表する際に、担当グループの発表を促す。 

◯各グループワークで、キーワードとなるコメント等を書き留めてもらう（研修の効果分

析、今後の取組に役立てる）。 

／等

 

POINT! 

例えば、10 グループ程度できると全体の学習ファシリテーター一人では、グルー

プワークでの議論に介入ができなくなります。そこで、サブファシリテーターやアド

バイザーを配置することになります。逆に、少人数の研修で、グループ数も限られ

ている場合は、不要かもしれません。 

なお、管理職や相談支援のプロを「アドバイザー」として配置すると、発言しづらく

なる参加者もでることが想定されます。その場合、研修当日に「脱線したら軌道修

正するだけの役割で人を配置している」程度として伝え、発言に遠慮ないように促

すか、グループで一人、脱線していないか、時間管理は大丈夫か、の「お目付け

役」を交代で担うように働きかけるなど、発言しやすさを確保しましょう。 
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◯研修の運営体制についても、実施方法や分担等を検討します。 

例えば、以下があげられます。 

＜事前＞ 

◯広報、案内送付 

◯受付・参加者リスト管理、グループ分

け 

◯会場予約・調整 

◯準備物の手配、会場への発送 

／等

＜当日＞ 

◯受付担当 

◯設営担当 

◯全体進行（学習ファシリテーター） 

◯司会 

◯会場担当者との調整 

〇記録（写真や録画） 

 ／等

 

 

５．研修会の開催日時・場所の決定 

◯多くの参加者が見込めそうな時期で、研修の開催日時を決定します。あわせて、利

便性なども考慮し、研修会場も確保します。 

◯開催回数、開催曜日、時間帯や時間数を踏まえて、開催日時を決めていきます。例え

ば、１日研修とするか、半日研修×２回とするかなど、参加しやすさに配慮し検討しま

す。 

◯研修会場は、研修定員やグループワークのレイアウトのほか、オブザーバー席、傍聴

席、事務局席等のスペースも踏まえて、検討します。 
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６．研修の準備物 

◯グループワーク、会場設営、受付等、研修に必要なものを準備します。 

◯例えば、本研修を行う場合、以下を用意します。 

必要に応じて、事前に会場へ送付しておきます。 

＜参加者への配布物＞ 

◯研修の配布資料 

◯参加者アンケート 

◯名簿 

◯座席表 ／等 

＜会場設営関係＞ 

◯登壇者の名前垂れ幕 

◯会場案内用看板表示 

◯各グループ番号を記載した紙（テーブ

ルに置くもの） 

◯受付等の案内表示 

◯アンケート回収ボックス  

◯筆記具、カッター、ごみ袋、セロハンテ

ープ・両面テープ、はさみ  ／等 

＜グループワーク用＞ 

◯模造紙  

◯Ａ４用紙 

◯マジック  

◯付箋紙  ／等 

＜登壇者用＞ 

◯ポインター  

◯卓上時計  

◯ミネラルウォーター  

◯紙コップ   ／等 

＜記録関係＞ 

◯IC レコーダー  

◯デジカメ  

◯ビデオカメラ（電源延長ケーブルも） 

〇ホワイトボード  ／等 
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Ⅱ．研修の実施 
 
１．研修の全体構成 

◯本手引きで解説する研修の全体構成は以下のとおりです。本研修は、「教える」研

修ではなく、参加者の「考える力」を涵養する研修であることに特徴があります。 

◯研修の趣旨説明ののち、アイスブレイクを行い、まず、相談支援で知らず断っているこ

となどについて気づきを得るための事例検討をグループワークにより実施します。次

に、国の動向、わが市町村の取組状況を座学で学びます。昼休憩をはさみ、断らな

い相談支援について理解を深める事例検討をグループワークにより行います。最後

に、まとめを行います。 

◯研修時間は仮に１0：00～１７：００（うち昼休憩１時間、途中休憩計１０分）で設定し

ています。 

また、１日研修で行った場合の時間割を示していますが、例えば、「事例検討①」「背

景説明」と「事例検討②」「まとめ」を別の日に行い、半日研修とする方法など、参加

しやすさ等を考慮しながら、検討します。 

◯あくまで、一例として実験し、提示するものですので、それぞれのセッションの意図と

設計を参考に、各自治体の実情にあった検討をお願いします。 

 

 時間配分 内 容 
手引きの 

該当ページ

１）開会あいさつ 
10:00～10:05 

（５分） 

  

２）研修の趣旨説明 
10:0５～10:１０ 

（５分） 

・研修の趣旨 

・研修受講者に期待すること 

・研修プログラム 

・注意事項 ／等 

 

３）アイスブレイク 
１０：１０～１０：２０

（１０分） 

 ｐ34 

４）事例検討① 

【気づきを得る】 

10:20～11:４０ 

（８０分） 

・グループワーク①【事例①】：４０分 

・グループワーク①【事例②】：４０分 

ｐ36 

５）背景説明 

【知識を習得する】 

11:４０～12:２５ 

（４５分） 

・国の動向説明：１０分 

・市町村の取組説明：１０分 

・グループワーク②：２０分 

・発表・コメント：５分 

ｐ41 

昼休憩 
12:２５～13:２５ 

（60 分） 
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 時間配分 内 容 
手引きの 

該当ページ

６）事例検討② 

【理解を深める】 

13:２５～16:15 

（170 分） 

・グループワーク③【事例①】：８０分 

・休憩：１０分 

・グループワーク③【事例②】：８０分 

ｐ45 

７)まとめ、 
16:１５～16:５５ 

（４０分） 

・グループワーク④：２５分 

・発表：10 分 

・まとめ：５分 

ｐ50 

８）閉会あいさつ 16：5５～１７：００   

 

 

２．グループの作成方法 

◯本研修には、グループワークを行うプログラムが４つ、設定されています。 

◯グループ分けの方法として、例えば、同じ圏域で多職種の連携を深めたい場合、以

下の方法が考えられます。 

 ・圏域はできる限り同じ人で集める 

 ・職種や所属は均等に分ける（できる限り重ならないようにする） ／等 

◯圏域をできる限り同じにすることで、実際に支援にあたる担当者同士の顔の見える

関係ができ、実際の支援にあたって相談しやすい環境が構築でき、多機関が協働し

た支援につなげることができます。 

◯また、年齢層が近い人で集めると、お互いに話しやすく、アイデアが生まれやすいと

いう効果が期待できます。一方、多様な年齢層を混在させると、他世代の考え方や

悩み等に対して気づきを得られるかもしれません。設定した研修の目的に応じて、グ

ループ編成を検討します。 

◯１グループは 5～7 名程度とすると、限られた時間の中で全員が議論に参加できると

考えられています。 

◯グループワークによってグループ編成を変えることも考えられますが、本研修はプロ

グラム間につながりがあるため、同じメンバーとしたほうが、より深い議論ができると

考えられます。 
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POINT! 

正解のない問いに向き合うためには、自分と異なる視点や発想に触れ、それを楽

しめる体験が必要です。グループワークのような参加型研修は、そのために開発さ

れた手法です。話しやすい規模と環境で意見を出し合い（グループワーク）、他の

グループでの議論を共有する（全体報告）でさらに視野を拡げる設計です。 

ただし、参加人数が多い研修では、すべての班の意見を聞く全体報告の時間を確

保できないことから、研修で獲得してほしいことは、ある程度グループワークで実

現するような人数と構成を考えるのが一般的です。グループワークで多様な意見

に触れ、視野を拡げるには、5～7 人くらいの多様な人が座りあっているほうが効

果的です。多くの班の意見を聞く全体報告の時間が取れるようでしたら、むしろグ

ループの構成が同質であるほうが、グループごとの意見の違いが際立ち、「自分

たち」と違う視点や発想をより鮮烈に記憶しやすいこともあります。 

 

３．事前課題 

◯受講者に対して研修内容と連動させた事前課題を出すことで、研修への意識づけを

行うことができます。 

◯例えば、本研修では、市町村の関連するさまざまな統計データを組み合わせて、現

状を分析するグループワークが設定されていますので、事前課題として、各自、デー

タから何が読み取れるかを考えてもらったり、自分でデータを収集してもらうことなど

が考えられます。 

◯研修時間は限られており、資料を読み込む時間の確保は難しいことから、データや

制度等の資料を事前に読んでもらうよう、働きかけることが大切です。読めば理解で

きることは、読んで理解してから、読んでも分からないことをみんなで議論する時間

に充てたいものです。 
 

４．当日打合せ 

◯研修当日、開始数時間前に、主催責任者、進行係、全体ファシリテーション担当者、

講師等が集まり、最終確認を行うための打合せを設定します。 

◯不安な点やすり合わせておきたい点などを出し合い、調整を行います。 
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５．研修プログラム 

◯研修の各プログラムについて、狙い・目的、進め方、伝達事項、進行役へのアドバイ

スなどについて、解説します。 

 

５－１．研修の趣旨説明  ⏱想定時間：５分 

◯研修の冒頭で、手短に研修の趣旨・狙いと進行について説明し、参加者と共有しま

す。 

◯本研修における学びの姿勢として、「議論には全員が参加すること」「メモをとってキ

ーワードをたくさん持ち帰ること」なども伝えましょう。 

◯この研修は、『断らない相談支援』について、一律の回答を教えるものではなく、国

の動向、市町村の現状、具体的な事例を学ぶことを通じて、一人ひとり自分たちの業

務においてどういったことをすべきか、を考え、現場での実践に活かしていくことが目

的であることも伝えましょう。 

◯研修全体のトーンを決めますので、導入の時間は手短に且つ快活に働きかけましょ

う。研修を受けるにあたって大切な姿勢は、繰り返し伝えてもいいくらいです。 

◯スライドを用いる場合は、強調したいキーワードを大きく掲示し、スクリーンより話者に

注意が集まるようにすることで、主催者の熱意や意気込みが伝わりやすくなります。 

＜参考：岡山市モデル研修会スライドより＞ 
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５－２．アイスブレイク  ⏱想定時間：10 分 

アイスブレイクとは、グループワークなどで発言しやすい人間関係をつくるためのゲーム

性あるワークです。全員が声を出すこと、お互いのことを知り、少しでも親近感を覚える

ことで、後のワークで議論がしやすくなります。アイスブレイクは、研修内容とつながりの

ない手法も多く存在しますが、本手引きでは、後の研修内容にリンクする設定にしてい

ます。 

 

●狙い・目的 

◯自分自身にさまざまな顔があるように、相談者にもさまざまな顔があること、いろいろ

な顔を捉える重要性について、気づきを得る。 

◯顔の捉え方次第で、支援方法が変わってくることから、次のワークの役にも立つ。 

◯グループ内で関係性を構築する。 

 

●進め方・内容 

◯Ａ４の紙を四つ折りにして、さまざまな自分の顔を３つ、簡潔に書き出してもらいます。 

（１分程度）。 

※例：保健師１０年目、３人の息子の母親、週１回ダンスに通っている、など 

◯書き終えたら、所属、名前、担当、書き出した３つの顔で、自己紹介を行います。 

（１人１分程度） 

＜参考：岡山市モデル研修会スライドより＞ 

 
 

●準備するもの 

・Ａ４用紙を人数分 

・マジック（太めのマジック。グループ内の相手が視認できるよう大きく書いてもらう） 
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●受講者への伝達事項 

・お手元にある A４の紙を１人１枚持って、４つ折りにしてください。 

・１分で、自分の顔を簡潔に３つ書いてください。 

・１人１分で、所属、名前、担当、３つの顔で自己紹介をしてください。 

 

■進行役へのアドバイス■ 

・アイスブレイクで多くの時間を消費する必要はありません。時間がオーバーしないよ

うに、時間がかかっている様子であれば、時間内で終えるように促しましょう。 

・グループに 1 人タイムキーパー役を決めておいてもらうと進行が潤滑です。 

・丁寧に発表すると時間を超過するため、ポイントだけ！と繰り返し呼びかけましょう。

（そのためにもマジックで太く手短に書くことを予め指示しておきたい） 

・例示にひっぱられないよう「自分なりに考えて！」と声をかけましょう。（本当は 10 個

くらいだして、最後の 2 個を発表しあうと個性がでやすい） 

 

※ 参考 ※ 

◯本研修にあった他のアイスブレイクの方法を紹介します。 

＜当事者目線になるアイスブレイク＞ 

◯相談者本人、職員のイラストに、５つくらい吹き出しを書いたシートを準備する。 

◯相談事例を用意して、相談者本人、職員のイラスト、それぞれに、どのように思っ

たのかを各自、書き出す。 

◯吹き出しに書き出す気持ちは、できるだけ正直に書いてもらう。窓口での対応を

否定するものではないことに注意する。 

◯グループ内で、吹き出しに書いた内容を、発表し合う。 

◯相談者の気持ちに気づけなかったことなどを、話し合いながら分析する。 

 

●参照先、参考文献等 

青木 将幸著『リラックスと集中を一瞬でつくる アイスブレイク ベスト 50』（ほんの森

出版、2013 年） 

堀 公俊、加藤 彰著『ワークショップデザイン――知をつむぐ対話の場づくり』（日本

経済新聞社、2008 年） 
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５－３．事例検討①【気づきを得る】 ⏱想定時間：80 分 

専門性が深まるほどに「つい」支援者目線が強化されることがあります。行政職員とし

て、その職務を全うしていることだけでは、相手の相談支援ニーズに応えていないことも

多くなってきました。いま一度「相手の目線」になれているのか、の確認を目指すワーク

として設計しました。 

 

●狙い・目的 

◯「支援者目線」ではなく「当事者目線」で考えることの重要性を理解する。 

◯「断っている相談」とは具体的にどういうことか、「今実践している相談は断っている

のか」等に気づける相互学習の機会を提供する。  

◯事例をもとに相談者の気持ちを考え、ハッとする体験、気づく経験をする。 

◯どうすればよかったかということではなく、相談者がどう感じたかを考える。 

◯自分の見えていることだけで終わらせず、何かあるかもしれないということに気づく。 

◯本人の思いや気づけなかったことを出し合い、思いに気づけなかったのは問いかけ

ができなかったためであることに気づく。 

◯相談者は必死の思いで窓口に相談に来ていることを理解し、窓口のハードルを下げ、

相談しやすい問いかけや接し方は何かを考える。 

 

●進め方・内容 

◯１事例に対する進行は以下の表のとおりです。２事例を提示し、①～⑥のグループワ

ークを２セット行います。 

進 行 時間 

①ＫＪ法等、グループワークの実施方法を説明する。 

各グループで、発表者、必要に応じてタイムキーパーを決めてもらう。 

となりの人とペアになって、「あなた」と「窓口」に分かれて、事例を読

み上げる。 

２分 

②「Q1.相談した人はどういう気持ちだったでしょうか？」を質問。 

それぞれ考えて付箋に書いてもらう。 

※相談者側の立場で、その時の気持ちを考える。 

４分 

③グループ内で、それぞれ付箋に書いた内容を発表しながら、模造紙に

貼る。 

意見交換しながら、似たものを寄せて、ジャンル分けを行う。 

10 分 

④「Q2.対応した職員はどんなところに気づけばよかったでしょうか？」を

質問。 

４分 
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それぞれ考えて付箋に書いてもらう 

※職員が何に気づいていなかったのか、客観的に分析する 

⑤グループ内で模造紙に付箋を置きながら、それぞれ発表。意見交換し

ながらカテゴリ分けを行う。 

10 分 

⑥グループを選定し、発表（５分×２グループ） 10 分 

 

◯各グループにアドバイザーを置く場合、Q1、Q2 で議論が行き詰まったり、議論とは

異なる視点があれば、アドバイスしてもらいます。 

 

◯事例の例 

・相談者側からのストーリーを示して、その気持ちを想像してもらいます。ニーズが明

確になる前の話とします。 

・「障害」「高齢」「引きこもり」などがテーマとしてあげられますが、福祉以外の要素

も含まれるようにします。 

・障害基礎年金を受給していることや未成年であることなど、一呼吸置くことで、気づ

きが広がりそうな材料を入れます。また、孤立にフォーカスします。 

・行政としては間違った対応をしているわけではないけれど、相談の入口の場面で、

相談することを諦めさせてしまっている場面を作ります。 

・１事例あたり、１～２枚で資料を作成します。相談者の感情部分はあえて書かないよ

うにします（設定のみを記載する）。情報量は極力少なくして、想像してもらいます。 

＜参考：岡山市モデル研修会スライドより＞ 

 



38 

 
 

◯間違った対応はしていないにもかかわらず、何に気づくことができなかったために対

応できなかったのか、この対応になってしまったのかを考えてもらいます。 

◯相談を受ける職員は、いきなり相談者の背景にはたどり着けませんが、相談場面で

出てきた気持ちから、何に気づいたらよいのか、何を聞いたらよかったのかを考えま

す。 

◯答えを急ぎすぎないことが、伴走支援につながります。何を聞いたら適切な会話がで

きるか、この人は、本当は何をしに来たのだろうか、などと頭の中で考えます。背景を

聞き出せるかどうかが重要になります。 

 

●準備するもの 

・模造紙 

・付箋紙 

・マジック 

 

●受講者への伝達事項 

◯（ワークの時間）となりの人とペアになり、「あなた」と「窓口」に分かれて、この事例１

を読み上げてください。 

◯（ワークの時間）このグループワークでは２問設問がありますので、模造紙の真ん中

に線を引いて２つに分けておいてください。 

付箋でそれぞれ書いてもらう作業が４分、グループ内で発表し、意見交換しながらカ

テゴリ分けするのが１０分、計１４分で作業してください。それでは始めてください。 

◯（発表の時間）発表したいグループはいますか？（手があがらない場合）このあと、グ

ループワーク続きますので、必ず１回は回ってきます。早めに発表したほうが、気が楽

かもしれませんよ。 
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■進行役へのアドバイス■ 

・質より量で、たくさん付箋に書いてもらうよう声をかけましょう。 

・自由な発言を促しましょう。 

・批判や決めつけをしないように気をつけましょう。 

・解決を促そうとせず、事例検討ではないことを念頭に置きましょう（どうすればよい

かなどは示しません）。 

・発表を聞く際には、ただ聞くだけでなく、メモをとるように促しましょう。 

 

POINT! ＜グループワークの進行＞ 

付箋と模造紙に慣れていない行政職員もいるかもしれません。マジックで太く大き

く、1 枚の付箋に 1 つのアイデアを書いて、それに近い内容の付箋の近くに貼ってお

く、というルールを再確認する必要があるかもしれません。 

一方、類似した内容の付箋を集めて論点を整理する「KJ 法」という手法が、このワ

ークの意図に沿わないこともありそうです。付箋をグループ化してラベルをつけること

（例：不安な気持ち）で、当事者の感情や受講者の気づきをあいまいにしそうです。

「ハッと気づく」ためのワークなので、KJ 法で整理したあとに、「ハッとした付箋」にシ

ールを貼ったり、マジックで色をつけて強調することで、具体的に相手目線で考えら

れていない自分に気づきやすくなるかもしれません。 

 

POINT! ＜全体報告の進行＞ 

発表は上記にあるように、できる限り自発的であるほうが、「学びあう場」に近づきま

す。けれども、「あ～、それうちでも出たわ」という報告より、「ハッとする」気づきを得

た班から報告をうけ、より多くの気づきを持ち帰ってもらいたいものですよね。自発的

に発表してもらうところを 1 つ、2 つ持ちつつ、グループワーク中の議論をみて、「面

白いとこに気づいている！」と思った班を 1, 2 班だけ指名して、「ハッとポイントを教

えてください」と絞って報告をお願いすると、他の班の学びにつながりやすいでしょ

う。模造紙を掲げながら発表してもらうと、そこにあることをすべて発表して時間がか

かるので、「一番意外だったこと」、「みんながビックリした付箋」、「他の班に知らせ

たい面白い議論なんでしたか？」のように、報告内容を指定すると短時間で実のあ

る報告を受けやすくなります。 

もし全体発表が盛り上がらない、もしくは、ハッとした気づきがあぶりだせないようで

あれば、「窓口対応としてこれ何点？」「本人の人生としてこれ何点？」と聞いて、低

い評価点の人の意見を聞くアイデアもありえそうです。あとは、このワークをして「何
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に気づいたか」を聞いてみたり、少しだけ時間をとって明日から自分の業務で気を

つけることを書き出す方法もありえそうです。 

 

●参照先、参考文献等 

堀 公俊著『これからはじめるワークショップ』（日経文庫、2019 年） 
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５－４．背景説明【知識を習得する】 ⏱想定時間：45 分 

いまなぜ「断らない相談支援」なのか、いま自分の地域で何が起きているのか、そして

何が起きようとしているのか、を理性的に理解するための時間です。少し説明的な時間

帯なので、ポイントを絞って、受講者の理解を確認しながら、元気よく進みましょう。 

●狙い・目的 

◯「相談の場面で、知らずに断っていることがあるかもしれない」という気づきを得た後

で、国の動きを理解する。 

◯わが市町村の現状、取組を理解する。 

◯職員自体が「断らない相談支援」や「地域共生」について説明できるようになる。 

◯さまざまなデータを見て分析することで、他分野の理解を深め、どういった課題があ

るか、自分たちの分野との関わりがないか、を知るきっかけにつなげる。 

（事前課題で、データの読み込みを行ったうえで、臨んでもらう） 

◯後半のグループワークに向けて、顔の見える関係づくりを行う。 

 

●進め方・内容 

進 行 時間 

①国の動向 10 分 

②自治体の現状 

・事前課題として、あらかじめ読み込んでもらうことで、説明は省略。 

0 分 

③自治体の取組 10 分 

④グループワーク 

・自治体の現状データを２つ以上組み合わせてみて、気づいたこと、こう

いった課題が見えそう、といったことを考える。 

・「実際のデータと現場の肌感覚でこういう違いがある」といったことも考

えてもらう。 

20 分 

⑤発表（２事例）、コメント ５分 

◯講義だけでなく、データを活用したグループワークの時間を設けています。 

データを２つ以上組み合わせ、気づいたこと、こういった課題が見えそう、現場の肌感

覚と異なる、といったことを考えてもらいます。 
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＜参考：岡山市モデル研修会スライドより＞ 

 
 

◯紹介する「わが市町村データ」の収集ポイントは以下の通りです。 

◯「断らない相談支援」の必要性を理解できるような象徴的なトレンドを踏まえ

て、紹介するデータを検討する。 

◯地域特性や孤立化の状況が把握できるデータを紹介する。 

◯福祉分野から遠い他分野のデータも、組み合わせることで、新たな気づきを得

られるようにする。 

◯経年で紹介できるデータは、数年の変化で紹介し、変化の状況から分析を深め

てもらう。 

◯統計データだけでなく、意識調査等のアンケート結果やヒアリング等による生の

声も紹介する。 

◯誰もが見やすく理解できるよう可能な限りグラフ等で「見える化」したデータを

提供する。 

／等

 

◯上記のポイントを踏まえ、例えば以下のようなデータを紹介することが考えられます。 

・人口（年少人口・生産年齢人口・高齢者

人口） 

・世帯数（基本的な類型のほか、ひとり親

世帯数、一人暮らし高齢者数 等） 

・未婚割合数 

・要介護認定者数 

・認知症高齢者数 

・高齢期、終末期に過ごしたい場所 

・障害者手帳保持者数（種別、年齢別等） 

・不登校児童生徒数 

・児童扶養手当受給者数 

・要保護及び準要保護児童生徒数 

・ハイリスク妊産婦連絡票数 

・DV の認知件数・通報件数 

・高校進路未決定者数 

・119 番通報件数 

・ネットカフェ店舗数（ホームレス数減少と

の対比） 
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・精神科病院在院患者数 

・特定医療費（指定難病）認定患者数 

・生活保護受給世帯数 

・児童虐待等の相談件数 

・正規・非正規職員数・割合 

・休廃業・解散件数、倒産件数 

・空き家件数 

／等

 

●準備するもの 

・模造紙 

・付箋紙 

・マジック 

 

●受講者への伝達事項 

◯（ワークの時間）それでは事前にお伝えしたとおり、現状データのグループワークで

す（質問読み上げ）。それでは始めてください。付箋に書き出しが２分、それぞれグル

ープ内で発表が１８分、計２０分でお願いします。 

◯（発表の時間）では発表です。発表したいグループはいますか？ 

 

■進行役へのアドバイス■ 

・制度や取組の説明の際、特に理解してもらいたい部分については、「伝わっていま

すか？」など投げかけて、様子をみてもよいでしょう。特に強調したいところは、予

備校の先生が「ここ試験にでますよ！」というかのように、繰り返し伝えてもいいで

しょう。ワークのあとのスライド説明は体温をさげますので、元気よく説明しましょ

う。 

・グループワークでは、前半の事例検討で行ったグループワークを引き継ぎ、自分の

地域にもこのような人がいる等の議論ができるように促しましょう（同じエリアの

他部門の人と情報共有）。 

・データを重ね合わせて地域にどのような課題を持った人がいるのか想像してもら

いますが、データを重ね合わせて想像することが難しい場合、「データを見て気づ

いた点やデータと現場の肌感覚で違うところ、同じようなところがあるか考えてみ

てください」「違う分野のデータを見て気づいたことがあれば、それも発表してみて

ください」などとしてもよいでしょう。 

・最後に「では、あなたは、どのようなデータがみたいですか」と問いかけてもよいで

しょう。 
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POINT! 

データをかけ合わせるワークは、難易度が高いようです。予めデータ集を読んでく

る人も少ない想定で、そのワークの狙いとこんな発想を、との例示を丁寧にしてお

く必要がありそうです。各グループ 1 つでも面白いかけを生みだせるよう促しつ

つ、全体報告では「グループの中で一番面白いかけ合わせ」をたくさんの班から

聞いていけると全体の知恵が深まります。グループワーク中の議論を見ながら、ユ

ニークな議論をしている班を探しておきましょう。 
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５－５．事例検討②【理解を深める】 ⏱想定時 170 分 

どのような暮らしを目指して誰と二人三脚するのか、を考え、議論するための視点や発

想法を確認するためのワークです。当事者が抱えている困りごと、もしくは持っている強

みが何か。将来、どのような暮らしをしていることを意識して、いまどのような人や機関

に相談して力を合わせようとするのか。少し詰めた議論をして現場の相談業務に活か

します。 

 

●狙い・目的 

◯事例を通して当事者とつながり続けることを示し、そこから「断らない相談支援」に

ついて学ぶ（「抱え込む」「疲弊する」といったイメージの払拭）。 

◯誰（どこ）に協力を求めるかを考えた後、なぜそのように考えたのか、どのようなつな

ぎ先があるかをもう一回考え、疑問が出てきたら、それを言葉にできるようにする。 

◯グループワークを通じて参加者のバックグラウンドをシェアし、自分の地域における

つながり先を広げる。 
 

●進め方・内容 

※１７０分：（６５分ワーク＋１５分発表）×２＋休憩１０分） 

※事前に発表者を決めておく。 

進 行 時間 

①事例の紹介 

・となりの人とペアになって、「あなた」と「窓口」に分かれて、事例を読み

上げる。 

５分 

② Q１「この人が抱えている困りごとは何でしょうか？」を質問。 

付箋に書いてもらう。 

５分 

③それぞれ模造紙に貼り付けながらグループ内で発表。 

グループ内で意見交換しながらジャンル分け。 

10 分 

④ Q２「誰（どこ）に協力を求めますか？」を質問。 

主語は相談を受けた「あなた」として、付箋に書いてもらう。 

５分 

⑤それぞれ模造紙に貼り付けながらグループ内で発表。 

グループ内で意見交換しながらジャンル分け 

10 分 

⑥ Q３「「誰（どこ）に協力を求めますか？」について、なぜそう思いまし

たか？」をアドバイザー役が問いかけ、振り返る。 

・ワーク後、アドバイザー役より、「どうして？」「５年後は？」という問いかけ

を行う（振り返り）。 

30 分 
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・「つなぐ先＝課題」であることから、課題の視点に不足があれば、アドバ

イザー役が投げかける。 

・アドバイザー役より、グループ内で出てきた協力先以外にも協力を求め

る先があるのではないか、ということを問いかけ続ける。 

・Q４「５年後、誰（どこ）とつながっていてほしいと思いますか？」も続けて

アドバイザー役が問いかけ、同様の振り返りにつなげる。 

休憩 10 分 

⑦グループを選定し、発表（５分×３グループ） 15 分 

※２事例を提示し、①～⑦のワークを２セット行う。（後半は休憩なし） 

 

◯各グループに投げかけを行うアドバイザー役を置きます。なぜそのように考えたのか

を深めることで、将来の見立てに活かします。 

アドバイザー役の主な役割は以下のとおりです。 

・Q１で「困りごと」について考えますが、「その人が持っている強み」について、アドバ

イザーから問いかけてもらいます。弱みだけでなく、強みも踏まえることで、支援の

視点の幅が広がります。 

・Q3「誰（どこ）に協力を求めますか？」について、なぜそう思いましたか？」 、Q4「５

年後、誰（どこ）とつながっていてほしいと思いますか？」を、投げかけ続けてもら

います。その投げかけに応えることで、振り返りにつなげます。 

◯相談者本人がどのように変われるとよいか、どうなったらよいと思うか、などを考える

ことができるように、Q４「５年後、誰（どこ）とつながっていてほしいと思いますか？」と

いう質問を設けています。目的と将来性を踏まえたつながり先を考えてもらいます。 

◯事例の作り方 

・結果的に断った、と考えられる事例を用意します（行政機関では関係を作りにくい

ケース）。 

・情報量は極力少なくします。文章が短くてもインパクトのある事例には、専門職とし

て力量を高めるエッセンスが詰まっています。 

・事例には、アウトリーチや、別のところでつながったなどの場面も考えます。 

・事例のテーマとして、例えば、以下があげられます。 

・家族間調整 

・不動産取引 

・民事訴訟 

・金銭関係（貸し付けも含め） 

・住まい（住むところが無くて困っている） 

・若年妊娠（中絶） 

・保証人や緊急連絡先の依頼 

・一機関・一担当では抱えきれないケース 

・ニーズが不明瞭（大家族の場合など） 

・複数課題 

・社会性を問われるもの 

／等
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＜参考：岡山市モデル研修会スライドより＞ 

 

 
 

●準備するもの 

・模造紙 

・付箋紙 

・マジック 
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●受講者への伝達事項 

◯（①事例の紹介）となりの人とペアになり、「あなた」と「窓口」に分かれてこの事例１

を読み上げてください。それでは始めてください。 

◯（②の質問）このグループワークでは４つの質問があります。まず一つ目です。（質問

読み上げ）前半と同じように進めてください。付箋作業５分、貼り出し１０分、計１５分

で作業してください。では始めてください。 

◯（⑥の質問）３つ目の質問です。ここは２つの質問があります。こちらについてはアド

バイザーにも問いかけてもらいながら進めてもらいます。始めてください。 

◯（⑦発表）発表したいグループはいますか？ 

※アドバイザーへもコメントをお願いしましょう。 

 

■進行役へのアドバイス■ 

・きれいごとの結論に着地することを目指さず、 

「断らない相談支援」の意味を理解できるよう上記の問いを繰り返していきましょう。

・部門や職種によって正解と思うことが異なるかもしれません。そこから、発展できる

ように事例の検討を促します。 

・さまざまな地域資源が出てくるように促しましょう（自分しか知らない資源を必ず１

つあげてください、など）。引き出し、相談先が多いほうが、当事者の暮らしの可能

性を広げます。NPO の○○さん、近所の弁当屋の○○さんとかでもいいわけで

す。 

・つなぎ先をあげるだけなく、つなぎ方まで議論ができるように促しましょう。また団体

ではなく、できるだけ「個人名」でつなぎ先を考えることを促しましょう。 

・「協力」「つなぐ」が、「振る」「自分から手放す」を想起させる可能性があります。

「誰と二人三脚したいですか」などと投げかけて、みんなで伴走する意識を強調し

ていきましょう。 

・なぜそこに協力を仰ぐのか、の問いかけで、潜んでいる課題を捉え、豊かさの視点

で将来設計ができているか、を考えることができます。少し長い未来に向けて、い

ま自分がやるべきことに気づけるよう、丁寧に問いかけを重ねていきましょう。 

・他自治体等からオブザーバー参加がある場合、発表時間に、気づいた点や自分の

地域に照らし合わせてのコメントなどをしてもらってもよいでしょう。 

・ワークの時間が長いため、受講者が疲れていないか様子をうかがいながら、適宜、

休憩時間を入れましょう。 
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POINT! 

このワークを進行するにあたり、想定される「困りごと」とそれへの対応は、下記が

考えられます（一例です）。 

① 当事者の「困りごと」が縦割りの発想を脱しない（自分の部署からしか想像が

できていない、もしくは「できていない」ことが即問題と捉えて解決しようとす

る）→事例に書いていないが容易に想像できることをいくつか例示し、暮らし

の目線をもう一度確認する、「それができていないことは、誰にとってどんな問

題なのか？」くらいの問いかけをして、再考を促す。 

② 地域の資源を知らないから「つなぎ先」が多様に出てこない→具体的な組

織・個人名でなくても、どんな相談相手がいたらいいのか、から議論を促した

り、相談先になりそうで議論にあがっていないいくつかを例示する、いま座りあ

っている人が相談先になったりしないか、など、目線を変える促しを入れる。 

③ 「5 年後の姿」が道徳的で、おしつけがましい→この当事者は本当にそんな暮

らしを望んでいるのか、支援者の希望的観測ではないのか、などの問いかけ

を戻してみる。 

④ つなぎ先への相談のしかたが想像できない→どんな話し方で相談の連絡を

入れるつもりなのか、相談したら断られたらどうするか、などの問いかけで思

考を具体化するよう促す。 

まずは事例 1 をやりながら、グループワーク中に全体に少し問いかけを入れたり、

全体発表の中で、上記の問いを発することで、後半の議論の精度があがると考え

られます。どこかのグループの発表時に上記のような問いを投げかけるとき、その

グループもしくは発表者自身に問い、答えを即興で求めるのではなく、他のグルー

プの誰かに発言を促すなど、全体で議論し知恵を豊かにするためのファシリテー

ションが有効です。発表者に質問をすると防御的になり議論が発展しないからで

す。発言者と発言内容を切り離す意識をお持ちください。 
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５－６．まとめ ⏱想定時間：40 分 

自分たちの言葉で語れることで、明日からの相談業務に活かせるようになります。同じ

研修をうけた仲間が、どう言語化したのか、を知ることで、さらに自分のなかで概念整

理できるはず、と考え設計した内省の時間です。 

 

●狙い・目的 

◯「１．断らない相談支援」「２．伴走支援」「３．参加支援（社会とのつながりや参加の

支援）・地域づくりに向けた支援」について、まとめを行う。 

◯地域共生社会のイメージとして「のりしろ」を持ち、隙間を埋めることを伝える。 

◯正解があるわけではないため、難しく考えず、これまでグループワークした内容をもと

に、意見を出し合う。 

 

●進め方・内容 

進 行 時間 

①「１．断らない相談支援」「２．伴走支援」「３．参加支援（社会とのつな

がりや参加の支援）・地域づくりに向けた支援」について、グループで

意見を出し合う。 

 

25 分 

②話し合った内容を発表する。（３分×３グループ） １０分 

③まとめ ５分 

 

◯研修全体を振り返り、「断らない相談支援」「２．伴走型支援」「３．参加支援（社会と

のつながりや参加の支援）・地域づくりに向けた支援」について、各グループ内で思

ったことについて意見を出し合います。 

 

●準備するもの 

・Ａ４用紙 

 

●受講者への伝達事項 

◯（①ワーク）この３つ（「１．断らない相談支援」「２．伴走支援」「３．参加支援（社会と

のつながりや参加の支援）・地域づくりに向けた支援」）について、意見を出し合って

ください。正解があるわけではありませんので、難しく考えず、これまでグループワー

クした内容や聞いた話をもとに意見を出し合ってください。 

◯（②発表）それでは発表です。発表したいグループはいますか？ 
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■進行役へのアドバイス■ 

・研修の最後に、「１．断らない相談支援」「２．伴走支援」「３．参加支援（社会とのつ

ながりや参加の支援）・地域づくりに向けた支援」 について、総括します。グルー

プワークの発表に応じてアレンジして伝えましょう。 

１．断らない相談支援とは 

〇 「孤立」が大きなテーマ。そこにフォーカスして、誰にもつながれていない状況を想像する。 

⇒支援者目線ではなく当事者目線。 

〇 「解決」ではなく「つながり」に意味があり、つながり方は要支援者によってさまざまであ

る。 

⇒相談にならない相談をつなぎとめる。（家族の代わり、お金、ニーズが不明瞭など） 

２．伴走型支援とは 

〇 要支援者と一緒に考えることでスタートラインに立つ。「一緒に考えた」ことが伴走となる。 

⇒必ずしも解決だけが支援ではない。 一緒に考えることで要支援者と信頼関係が生まれ、

その後の支援につながる。 

〇 「支援者側」の伴走とは、仲間ができることである。支援者は「自分は困っている」と発信

できることが大切であり、支援者側もチームで対応することが重要。 

⇒１担当者、１機関で抱えない。 

３．参加支援（社会とのつながりや参加の支援）・地域づくりに向けた支援とは 

〇 「参加支援」は地域づくりにつながるものである。孤立解消に向けて、個別支援から地域

づくりを地域や関係機関・関係者とともに始めることが重要。 

⇒見守り、集いの場所など 

・研修の冒頭で伝えた「期待すること」に戻り、それぞれについてできたかどうか問い

かけます。 

①気づく、そのために支援者目線ではなく当事者目線 

②つながる、それは当事者だけではなく支援者同士も。だから顔の見える関係

が大事。 

・のりしろを持つことの大切さを伝えます。 
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６．資料作成 

◯研修用の資料として、当日の投影用スライド資料、配布用印刷資料、事前課題用資

料等を準備します。研修内容や実施方法に応じて、どのような資料を準備するか検

討し、作成します。 

◯投影用と配布用の資料については、投影のみでよいものを除く程度で、ほぼ同じも

のとしてもよいでしょう。 

◯事前課題用の資料について、グループワーク部分は、事前に配布すると答えを考え

てしまい、これまでの支援の考え方に引っ張られた答えを用意してしまう可能性があ

るため、事前に配布しないよう気をつけましょう。 

主に国の制度や市町村の取組、市町村のデータなどの部分に絞り込むとよいでしょ

う。 

※資料見本として、ｐ91～136 に岡山市モデル研修の投影用資料を掲載しています。 

 

７．記録（録音・録画・写真撮影等） 

◯録音、録画、写真等で、研修の記録を残しておくことも大切です。 

研修の振り返りに活用し、今後の研修の見直しや新企画に役立てることができます。 

◯研修に参加できなかった人に対し、例えば録画したものから抜粋して、映像を提供す

ることも考えられます。 

◯記録にあたっては、それぞれ、当日の担当を決めておきましょう。会場で録音、録画を

行ってくれる場合もありますので、予算を踏まえて確認してもよいでしょう。 

◯録画・写真撮影については、撮影されたくない人への配慮が必要となります。 

研修開始時に注意事項で録音・写真撮影を行うことについて説明し、撮影されたく

ない人は申し出てもらい、映らないよう配慮して、撮影を行うようにしまよう。 

◯また、記録物の公開範囲を、それぞれ決めておくことも大切です。 

 

 

 

 
 

  



53 

Ⅲ．研修後の振り返り・職場での活用 
 
１．研修終了後の振り返りの会議・懇親会等の実施 

◯研修終了直後に、研修に参加した人が集まり、振り返りの会を開催することも効果

的です。運営・実施に関わった担当者・登壇者・アドバイザー等による振り返りの会

議や、研修受講者による懇親会などが考えられます。 

◯懇親会は、参加者間の顔の見える関係づくりを支援するとともに、運営側にとっては、

研修会に対する感想や要望等を収集する機会にもなります。 

 

２．各職場での報告・活用の依頼 

◯受講者には、研修で学んだことを職場で報告してもらうよう、働きかけましょう。 

◯例えば、研修で行った事例検討のケースについて職場で紹介し「断らない相談支援」

について、皆で話し合うことなども考えられますし、実際に取り扱っているケースの対

応について活かしていくことが考えられます。次に研修を行う際に、各職場での実際

の事例を持ち寄ってもらうことができるかもしれません。実際のケースを通じて、研修

で学んだ視点で支援方針を再検討することは、自分の地域の弱みを洗い出すことに

もつながります。 

 

３．受講者アンケートの実施 

◯研修の効果を検証するために、研修後に受講者に対するアンケートを行い、研修の

実施方法・実施内容等の見直しに活用しましょう。 

◯アンケート項目としては、以下の項目が考えられます。 

＜属性＞ 

・所属先  ・職種 

＜研修の感想＞ 

・「断らない相談支援」等の基本的な考え方の理解度（４段階）、 

その段階を選んだ理由 

・基本的な考え方を庁内・関係者に説明できるようになったか（４段階）、 

その段階を選んだ理由 

・研修全体を通じて気づいたこと 

・研修で学んだことを現場での実践に活かしていくことができるか（４段階）、 

その段階を選んだ理由、どのような場面で活かせると思うか 

・今度、どのようなことに気をつけようと思うか 

・印象に残ったキーワードは何か 

・研修会全体を通して、よく分からなかったことや、もっと聞いてみたかったこと、改善した
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ほうがいいと思う点 

・その他、研修会全般に関する意見や感想等 ／等 
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第三部 都道府県の役割 
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１．地域共生社会の推進における都道府県の役割とは 
 
 ◯地域共生社会の推進主体は、社会福祉法（以下「法」という。）及び関連告示等に

おいて、市町村であるとされています。その一方で、単独の市町村では解決の難しい

課題への対応や市町村の取組に対する支援を行うことが都道府県の役割として整

理をされています。 

 

    （法及び関連告示、通知の抜粋） 

市町村 ・ 「住民に身近な圏域」において、地域住民等が主体的に地域生活課題を

把握し解決を試みることができる環境の整備 

（法第１０６条の３第１項第１号）

 

・ 「住民に身近な圏域」において、地域生活課題に関する相談を包括的に

受け止める体制の整備          （法第１０６条の３第１項第２号） 

 

・ 多機関の協働による包括的な相談支援体制の構築 

  （法第１０６条の３第１項第３号）

都道府県 ・ 都道府県は、単独の市町村では解決が難しく専門的な支援を必要とす

る、医療的ケアを要する状態にある児童及び難病・がん患者や、身近な地

域では当事者が声を上げにくく、特段の配慮が必要となる配偶者からの

暴力を受けた者、刑務所出所者等に対する支援体制を市町村と連携して

構築していくことが求められる。 

また、都道府県域で推進していく独自施策の企画・立案や、市町村間

の情報共有の場づくり、市町村への技術的助言等の役割を果たしていく

ことも期待される。   （平成２９年１２月１２日付け厚生労働省告示第３５

５号） 

 

・ 都道府県地域福祉支援計画の策定 

  都道府県は、市町村地域福祉計画の達成に資するために、各市町村を通

ずる広域的な見地から、市町村の地域福祉の支援に関する事項として次

に掲げる事項を一体的に定める計画（以下「都道府県地域福祉支援計

画」という。）を策定するよう努めるものとする。 

一 地域における高齢者の福祉、障害者の福祉、児童の福祉その他の福

祉に関し、共通して取り組むべき事項 

二 市町村の地域福祉の推進を支援するための基本的方針に関する事

項 
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三 社会福祉を目的とする事業に従事する者の確保又は資質の向上に

関する事項 

四 福祉サービスの適切な利用の推進及び社会福祉を目的とする事業の

健全な発達のための基盤整備に関する事項 

五 市町村による第１０６条の３第１項各号に掲げる事業の実施の支援に

関する事項 

（法第１０８条）
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２．市町村の推進を担う人材の育成 

（１）基本的な考え方 

◯市町村の取組に対し、都道府県がどのような支援を行うかという点については、法

第１０８条の規定から紐解くのが適切です。当該規定は、都道府県地域福祉支援計

画に関するものですが、同条第１項第３号（人材育成）、同じく第５号（市町村の取

組支援）が特に重要です。 

◯ここでは、市町村が地域共生社会を推進するにあたり中心をになう人材の育成につ

いて、都道府県が研修を行うことが望ましいと考え、その方法を提案します。 

（２）研修実施の具体的方法（大分県の取組事例を参考にして） 

◯研修の実施にあたり、平成３０年度より市町村における人材育成に取り組んでいる

大分県の取組を紹介しながら、その方法を記載します。 

【大分県の取組概要】 

大分県では、平成２７年３月に「大分県地域福祉基本計画（孤立ゼロ社会の実現を目指

して）」を策定し、取組みを展開するとともに、平成３０年４月からは、地域共生社会の推進に

向けた市町村支援を行っています。 

具体的には、「市町村に対する取組の支援（補助）」、「地域共生社会の推進に関する会

議や情報共有の場づくり（大分県社会福祉協議会との連携）」、「地域共生社会の推進を

担う人材育成（相談支援包括化推進員、地域力強化推進員）」の３つの取組を展開してお

り、人材育成は年 5 日間の研修として、座学やワークを行っています。 

 

①研修の目的と受講対象者 

◯本研修は、各市町村における地域共生社会の構築・推進に向けて、中核をにな

う人材を養成することを目的にしています。 

 

◯そのため、受講対象者は、市町村担当者のみならず、多機関協働の包括的な相

談支援体制の中核を担う人材（相談支援包括化推進員）や地域住民等が主

体的に地域課題の解決を行う体制づくりを担う人材（大分県では地域力強化

推進員としている）の養成を行い、受講後は、各市町村における地域共生社会

の構築・推進の中核を担い、市町村研修開催時の企画・実行チームメンバーと

しての役割などが期待されます。 

 

 

 



60 

【研修の受講対象者（イメージ）】 

・市町村担当者 

 ・自立相談支援機関相談員 

 ・地域包括支援センター職員 

 ・生活支援コーディネーター（特に２層及び３層） 

 ・相談支援事業所職員 

②研修の実施方法 

◯大分県の取組を参考にした研修の実施フローは次のとおりです。 

 

 

 （ア）研修企画チームの立ち上げ 

◯研修の実施にあたり、さまざまな立場で中核を担う方々をメンバーとする企画チ

ームを立ち上げます。そのチームを中心に、研修の概略から具体まで、どのよう

なことを学ぶべきか、どのような手法であれば受講者の知識等の定着が図れる

か等具体的に協議します。 

◯また、２年目以降は、研修受講者の中からメンバーを選出し、実際の受講体験や

現場経験をもとに、研修内容の拡充を図る仕組みが重要です。 

 

 

第1回作業部会
研修の概要、⽅向性の協議

相談⽀援包括化推進員 地域⼒強化推進員
様々な相談制度の理解、事例検討 住⺠を巻き込む⼿法、ワーク

第2回作業部会
研修前半の振返り、後半の協議

第3回作業部会
進捗管理、第4クールの協議

第3クールで検討した今後の地域共⽣社会像について、実現に向けた
具体的⼿順のイメージを発表し、受講後の活動イメージを⾼める

⾃主学習
市町村ごとの受講者が集まり、第3クールで検討した地域共⽣社会像について、

第4クールでの発表に向け以下の内容をまとめる。

地域共⽣社会の概要、現状を振り返る
第1クール（コース共通研修）＜1⽇間＞

第2クール（コース別）＜2⽇間＞

①⽬指すべき社会像（⼀⾔でいうと）、②具体的な⼿順、③最初の⼀歩

部会員は各圏域で
ファシリテーターを努める

第3クール（コース共通研修、圏域ごとに開催）＜1⽇間＞
受講者のみならず、各市町村関係課も参加し、現状理解の共有と課題、

今後の地域共⽣社会像についてワークを通じて共有する

第4クール（コース共通研修）＜1⽇間＞

圏域別

県全体

コース別

県全体
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【研修企画チーム／大分県の事例】 

・県担当者          ・市町村担当者（１市のみ） 

・自立相談支援機関主任相談員 ・地域包括支援センター職員 

・生活支援コーディネーター  ・県及び市町村社会福祉協議会職員（１市のみ） 

 

（イ）研修の構成 

◯地域共生社会の推進は、①多機関協働の包括的な相談支援体制の構築と②

地域力強化の推進の大きな２本柱で構成されており、その取組圏域がそれぞれ

違います。 

◯それぞれの取組を進めるにあたり、求められる視点や知識は共通する部分と異

なる部分があることから、大分県では、大きく二つのコースを設定して研修を実

施しています。 

 

◯また、研修は都道府県全域を対象に開催するものの、第３クールは圏域別に開

催し、受講者だけでなく、各地域の市町村関係職員等も参加し、地域共生社会

についての学びを共有するとともに、目指すべき地域像をともに作るワークを実

施しています。 

 

（ウ）その他のポイント 

◯この研修のイメージは、大きく以下のとおりです。 

【第１クール】 地域共生社会の概要を学び、自分の地域を振り返る 

【第２クール】 自身に求められる役割を理解し、実践的なワークを通じて、必要な知

識や手法を学ぶ 

【第３クール】 前半の学びを活かし、市町村関係者等を交えながら、改めて自分の

地域を振り返り、目指すべき社会像を検討する 

【第４クール】 １年間の学びを踏まえ、目指すべき社会像や具体的な取組について

発表し、次年度に向けた機運醸成を図る 

 

◯また、本研修は、あくまで中核的な役割を担う人材育成を主眼に置いており、幅

広い関係者に対する地域共生社会についての研修を目的に開催をしていない

ことがポイントです。 

◯地域共生社会のあり方は、当該地域の社会資源や住民の状況などさまざまな

状況を踏まえて、検討すべきものであり、幅広い関係者に対し、地域共生社会に

ついて学びを深め、仲間を増やす研修は、市町村において行うことが望ましいと
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考えます。 

◯繰り返しになりますが、都道府県における研修は、各市町村が地域共生社会の

構築・推進を行う、あるいはそのための研修を開催していく際の中核的な人材を

育成することを主眼において開催することが重要です。 

 

 

３．その他考えられる都道府県の役割 
 

◯改めて、都道府県の役割は、人材の育成だけでなく、市町村が法第１０６条の３第１

項各号に基づく取組の支援を行うことです。 

◯それは、市町村における当該取組を担う人材の育成だけでなく、地域共生社会の推

進に係る研修開催の支援（共催・講師派遣等）や具体的な取組に対する支援（補

助）などが考えられます。 

 

◯具体的にどのようなことに取り組むべきか検討するにあたっては、各市町村に必要な

支援が何かということを把握し協議する場（連絡会議等）を都道府県自らが開催し、

定期的な情報交換や協議の仕組みを持つことが重要です。 
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第四部 
岡山市でのモデル研修実施結果報告 
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Ⅰ．モデル研修の開催概要 

１．本事業※におけるモデル研修の実施目的 

◯改正社会福祉法の公布後３年を目途に、包括的な支援体制を全国的に整備するこ

ととされており、それに伴い包括的支援体制の構築に必要な多機関協働の中核を

担う人材等の育成に向けて、育成に必要な機能を踏まえた研修内容及び各地域で

育成するための手法を確立することが求められている。 

◯そこで、育成に必要な研修構成及びテキストならびに各地域で人材育成を実施する

ための手法の開発・作成のために、モデル研修を実施する。モデル研修では、開発・

作成した研修構成及びテキストの効果を検証する。 
※令和元年度生活困窮者就労準備支援事業費等補助金（社会福祉推進事業分） 

「地域共生社会の実現に向けた包括的支援体制構築に必要な人材育成手法の開発に関する調査研究事業」 

２．モデル研修実施地域 

◯岡山県岡山市（本事業の検討委員会委員の自治体で開催） 

３．研修タイトル 

◯地域共生社会実現のための専門職人材育成研修 

４．モデル研修参加者に対する実施目的 

◯８０５０問題などの複合課題や社会的孤立、「制度の狭間」の課題等に対応するた

め、岡山市では「岡山市地域共生社会推進計画」を策定し、総合相談体制づくりを

進めることとしている。   

◯総合相談体制づくりを進めるためには、課題を抱える個人・世帯の支援にあたる職

員１人１人が「断らない相談」を実践し、関係機関と連携しながら適切な支援を行っ

ていく必要がある。 

◯本研修は、厚生労働省の調査研究事業としてモデル的に厚生労働省と協働で行う

ものであり、岡山市の職員や関係機関が「断らない相談」やその後の支援に必要な

考え方、具体的な支援方法等を学び、現場の実践で生かしてもらうことを目的として

いる。 

５．開催日時 

令和２年１月 24 日（金）10：00～17：０0（開場 9:30） 
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６．開催場所 

岡山国際交流センター 国際会議場 

７．対象者 

（１）現場の職員 

◯障害（地域活動生活支援センターⅠ型、相談支援事業所など）、介護（地域包括

支援センター、ケアマネジャーなど）、子ども（こども総合相談所、地域こども相談

センター、保健センターなど）、生活困窮・生活保護（社会福祉協議会、福祉事務

所など）や精神保健（精神保健福祉センターなど）、医療（病院地域連携室、訪問

看護 ST など） 

（２）市の相談機関所管課の職員 

◯医療政策推進課、障害福祉課、地域包括ケア推進課、保健管理課、生活保護・自

立支援課、こども福祉課など 

※部長級及び、（１）、（２）の中で管理職（センター長、課長クラス）、中堅（主任保健

師、主任ケアマネ、係長クラス）、担当レベルをそれぞれ選出する。 

※保健福祉局、岡山っ子育成局１年目または新人職員もそれぞれ入れる。 

（３）その他、参加者 

◯複合課題アドバイザー（グループワークにアドバイザーとして参加）。 

◯他自治体（グループワークにも参加） 

◯オブザーバーとして、保健福祉局、岡山っ子育成局のそれぞれ局長、次長が参加。 

 

８．参加人数 

◯参加者：７７名 

◯複合課題アドバイザー：１０名 

◯他自治体：１７名 

◯オブザーバー：３名 
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９．研修プログラム 

研修プログラム 時間 

1.開会あいさつ、趣旨説明等 

◯保健福祉局長挨拶 
   岡山市保健福祉局 局長 福井 貴弘 氏 

◯研修の趣旨説明 
◯アイスブレイク 
  ファシリテーター：岡山市保健福祉企画総務課  松岡 克朗 氏 

10：00～10：20

２．事例検討①【気づきを得る】（グループワーク①） 

ファシリテーター：岡山市保健福祉企画総務課  松岡 克朗 氏 
10：20～11：40

３．背景説明【知識を習得する】（グループワーク②） 

◯国の動向説明 
厚生労働省社会・援護局地域福祉課 

 包括的支援体制整備推進官 鏑木 奈津子 氏 

◯岡山市の取組説明 
岡山市保健福祉企画総務課 平野 慎吾 氏 

◯グループワーク 
ファシリテーター：岡山市保健福祉企画総務課  松岡 克朗 氏 

11：40～12：25

休 憩 12：25～13：25

４．事例検討②【理解を深める】（グループワーク③） 

  ファシリテーター：岡山市保健福祉企画総務課  松岡 克朗 氏 
13：25～16：15

５．まとめ（グループワーク④） 

  ファシリテーター：岡山市保健福祉企画総務課  松岡 克朗 氏 

16：15～17：00６．閉会挨拶 

◯岡山っ子育成局長挨拶 
岡山市岡山っ子育成局 局長 岡崎 尚子 氏 
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Ⅱ．研修教材の作成 

１．研修教材の作成方法、作成の工夫 

◯事例については実際に支援にあたっている検討会委員に具体的な事例をあげても

らい、資料としました。 

◯現状データについては「総合計画」「地域福祉計画」「介護事業計画」「障害福祉

計画」「子ども関連計画」など既存の計画に記載しているデータを活用することでス

ムーズに作成することができました。また、各所管課にデータの提供を求めたり、最

新のデータに修正してもらうようお願いすることで、効率よく作業を行うことができま

した。 

◯現状データについてはグラフ化するなど見える化するとともに、そのデータで伝えた

いポイントをまとめておくことで、他分野のデータでもわかりやすく現状や課題等を伝

えるようにしました。 

◯国の動向については、厚生労働省の検討会資料から抜粋しました。 

◯市町村の取組についてはこれまで使っている外向けの説明資料等、既存の資料を

活用しました。 

◯なるべく既存の資料を使うことで効率よく資料を作成することができました。 

 

◆岡山市の現状データ等 

・岡山市の長期的な人口 

・岡山市の高齢者、後期高齢者、要介護認定者数と割合（６福祉区） 

・岡山市のひとり暮らし高齢者、認知症高齢者数の推移 

・岡山市のひとり暮らし高齢者数と高齢者数における割合（６福祉区） 

・岡山市の後期高齢者の地域の人とのつながり状況（６福祉区） 

・岡山市の終末期におけるニーズと実際の死亡場所など 

・岡山市における空き家の現状（平成２５年） 

・岡山市の障害者手帳所持者数の推移 

・岡山市の障害者手帳所持者数と人口における割合（６福祉区） 

・障害福祉に関するアンケート 自由意見（平成２９年度） 

・岡山市 精神科病院在院患者数の推移など 

・岡山市 特定医療費（指定難病）認定患者数推移 

・岡山市の生活保護の状況 

・岡山市の生活保護世帯の状況（６福祉区） 

・岡山市寄り添いサポートセンター新規相談件数の推移 

・岡山市寄り添いサポートセンターの相談内容（平成３０年度） 

・岡山市における正規・非正規職員の従業員割合（平成２７年） 

・岡山県の休廃業・解散件数（平成 30 年度） 
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・岡山市における世帯構成の推移 

・岡山市におけるひとり親世帯の推移 

・岡山市における５０歳時の未婚割合の推移 

・岡山市における児童虐待等の相談状況について 

・岡山市における不登校児童生徒の現状 

・岡山市 児童扶養手当受給者、DV 相談件数 

・岡山市 ハイリスク妊産婦連絡票の推移 

・病院のヒアリング 

・相談機関の事例 

・地域の声 

◆岡山市の取組 

・岡山市地域共生社会推進計画（地域福祉計画）について 

・岡山市地域共生社会推進計画（平成３０～３２年度） 

・岡山市地域共生社会推進計画（抜粋） 

・岡山市の窓口・相談機関について 

・主な相談機関 

・岡山市の総合相談支援体制づくりについて 

・断らない相談の実現にむけて（岡山市総合相談支援体制づくり）※厚労省モデル事業 

・複合課題解決に向けての課題と対応 

（１）つなぐシート（複合課題チェックシート） 

（２）相談機関一覧 

（３）岡山市多機関協働事業について 

（４）複合課題解決アドバイザー 

・複合課題ケース検討会の様子（例） 

・事業実績  

・関係機関からの声 

・今後の展開について 

・生活再建・自立支援ファンドについて（社会福祉協議会基金活用） 

・住宅確保要配慮者に住まいを提供する不動産業者等の新たな開拓 

・相談支援包括化推進員の連絡先、地域共生社会関係資料の保存場所 

２．研修のために作成した資料 

・事前配布資料 

・当日スライド材料 

・当日配布資料 

・当日シナリオ 

・参加者アンケート（研修対象者用、アドバイザー用、オブザーバー用） 



70 

Ⅲ．アドバイザーの役割、選任、配置 
 

◯グループディスカッションの際の各グループにおけるアドバイザーとして、「複合課題

解決アドバイザー」にその役割を依頼しました。 

事前に一堂に会した説明会を開催し、研修におけるアドバイザーの具体的な役割、

研修全般の構成やグループワークの進め方等について丁寧に説明を行いました。

（説明会に参加できなかった方については個別に説明を行いました。 

また、他自治体の参加者にも各グループにオブザーバーとして加わっていただくため、

グループディスカッション運営に必要な情報として、その役割についても解説しました。 

◯以下は、説明会で説明した内容です。 

１．アドバイザーの役割 

◯各グループワークにおいて、議論が行き詰った場合や議論とは異なる視点があった場

合に、ヒントや問いかけを行い、グループワークを活性化させる。 

◯各グループワークで２～３グループほど発表してもらう予定であり、担当グループの発

表を促す。 

◯各グループできらりと光るコメントを拾い集める。 

◯タイムキーパーとして、時間の管理を行う。 

※基本はグループワーク参加者に任せる。（発表者は決めておく。ファシリテーターはなん

となく誰かやればよいが、決めてもよい） 

※グループワークは KJ 法で行う。（模造紙、付箋を使用） 

２．オブザーバー（他自治体参加者）の役割 

◯アドバイザーの補佐的な役割として、記録をとるとともに、きらりと光るコメントを拾い集

める。 

◯異なる視点や気づいた点があれば発言を行い、グループワークの議論を活性化させ

る。 

◯タイムキーパー補佐として時間の管理を行う。 

３．各プログラムにおける役割 

１．事例検討①について 

【時間】８０分（（３０分ワーク＋１０分発表）×２） 

【進め方】※事前にグループ内で発表者を決めておく。 

(1) 事例の紹介（２分） 

(2) Q１「相談したい人はどういう気持ちだったでしょうか？」を質問。それぞれ考えて

付箋に書いてもらう。（４分） 
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(3) グループ内でそれぞれ発表し、意見交換しながらジャンル分け（１０分） 

(4) Q2「対応した職員はどんなところに気づけばよかったでしょうか？」を質問。それ

ぞれ考えて付箋に書いてもらう。（４分） 

(5) グループ内でそれぞれ発表し、意見交換しながらジャンル分け（１０分） 

(6) ２グループを選定し、発表（１０分） 

⇒同じ流れでもう１事例 

【アドバイザーの役割】 

〇Q1、Q2 で議論が行き詰った場合や議論とは異なる視点があった場合があればアド

バイスをする。 

 

２．背景説明について 

【時間】45 分 

【進め方】「１．国の動向」は厚労省鏑木推進官説明、その他は岡山市松岡が説明 

(1) 国の動向（１０分） 

(2) 岡山市の現状（０分：事前にみておいてもらう） 

(3) 岡山市の取組（１０分） 

(4) 岡山市現状データググループワーク（２０分） 

(5) 発表（２事例）（５分） 

 

２－（４）岡山市現状データのグループワークについて 

【時間】２０分 

【進め方】※事前に現状データをみて、考えておいてもらう。 

(1) 付箋に書き出し（２分） 

(2) それぞれ発表し、議論（１８分） 

【アドバイザーの役割】 

〇気づきがあればコメントする。 

 

３．事例検討②について 

【時間】１７０分（（６５分ワーク＋１５分発表）×２＋休憩１０分） 

【進め方】※事前に発表者は決めておく。 

(1) 事例の紹介（５分） 

(2) Q１「この人が抱えている困りごとは何でしょうか？」を質問。付箋に書いてもらう。

（５分） 

(3) それぞれ模造紙に貼り付けながらグループ内で発表。グループ内で意見交換し

ながらジャンル分け（１０分） 

(4) Q２「誰（どこ）に協力を求めますか？」を質問。付箋に書いてもらう。（５分） 

(5) それぞれ模造紙に貼り付けながらグループ内で発表。グループ内で意見交換し

ながらジャンル分け（１０分） 

(6) Q３「「誰（どこ）に協力を求めますか？」について、なぜそう思いましたか？」をアド

バイザーが問いかけ、振り返る。 
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⇒最初は素直にワークしてもらって、その後「どうして？」「５年後は？」という問い

かけが振り返りになる。 

⇒「つなぐ先＝課題」は裏返しなので、課題の視点に不足があればそれも解説の

意味でアドバイザーが投げかける。 

⇒グループ内で出てきた協力先以外にも協力を求めるところがあるのではない

か、ということを問いかけ続ける中で気づいてもらう。その後、Q４「５年後、誰（ど

こ）とつながっていてほしいと思いますか？」も続けてアドバイザーが問いかけを行

い、そこも同様の振り返りにつなげる。（３０分） 

(7) 休憩１０分 

(8) ３グループを選定し、発表（１５分） 

⇒同じ流れでもう１事例（後半は休憩なし） 

【アドバイザーの役割】 

〇Q１で「困りごと」を問いかけるが、「その人が持っている強み」についてもその後問い

かけ、支援の視点の幅を広げる。 

〇Q3、Q４の問いかけを行うことで、振り返りにつなげる。 

 

４．まとめについて 

【時間】３５分 

〇グループワーク含め全体を振り返り、１．断らない相談支援とは、２．伴走型支援とは、

３．参加支援（社会とのつながりや参加の支援）・地域づくりに向けた支援とは、につ

いて各グループ内で思ったことについて意見を出し合う。（２５分） 

⇒正解があるわけではないので、難しく考えず、これまでグループワークした内容を

もとに、意見を出し合う。 

〇３グループ程度発表する（３分×３グループ）（10 分） 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

  



73 

Ⅳ．当日の研修内容 

１．グループ分け 

◯多機関の協働が進むよう、なるべく圏域（岡山市の場合は福祉区）を一緒にしてい

ます。同じ圏域であっても、関係が薄ければ、どこまでの支援をしてもらえるのか、どう

いったサービスが提供できるのか、というのは話をしなければわかりません。圏域を

一緒にすることで、顔の見える関係づくりを進めるとともに、具体的な支援メニューや

逆にお互いに支援の限界を知ることで、多機関協働を促進することを目的としてい

ます。 

◯議論が活発になるよう、課長級、中堅、若手と年齢や役職をある程度同じ階層にして

います。若手グループに年齢や役職が上の人が入ると議論がその人に引っ張られて

しまい、若手が意見を言いにくい、といったこともあることから同じ階層にしています。 

◯行政と民間をバランスよく配置することで、行政、民間のそれぞれの立場の理解を促

し、行政と民間の多機関協働を進めることも狙いの一つとしています。 

◯また、グループ内でのバランスや個人の相性等もあることから、事前にアドバイザー

にグループ分けを確認してもらい、問題がないかチェックしてもらいました。 

◯おとなしそうなグループについてはアドバイザーがファシリテーターとして発言を求め

るなど、議論を活発化できるような工夫も入れています。「一人に人間の意見に誘導

されていないか。されていれば別の人間からの意見も求める」など、事前にアドバイ

ザーに具体的な注意事項を伝えることでよりよい議論が可能になります。 
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アドバイザー 名称 班 職名 職種 福祉区

保健福祉企画総務課 1 副主査 事務

地域包括支援センター 1 センター長 看護師 北区中央

居宅介護支援事業所連絡協議会 1 主任介護支援専門員 介護支援専門員 北区中央

こども福祉課 1 副主幹 子ども相談主事 北区中央

保健センター 1 センター長 保健師 北区中央

福祉事務所 1 所長補佐 北区中央

岡山県訪問看護ステーション連絡協議会 1 訪問看護ステーション管理者 看護師 北区中央

岡山市障害者自立支援協議会 1 相談支援専門員？ 北区中央

○ 障害・生活福祉部 1 部長

地域包括支援センター 2 センター長 看護師 中区

居宅介護支援事業所連絡協議会 2 主任介護支援専門員 介護支援専門員 中区

保健センター 2 センター長 保健師 中区

岡山市障害者自立支援協議会 2 相談支援専門員 中区

福祉事務所 2 所長 一般職 中区

こども福祉課 2 副主幹 家庭女性相談員 中区

岡山市社会福祉協議会 2 課長補佐 室長

岡山県訪問看護ステーション連絡協議会 2 訪問看護ステーション管理者 看護師 中区

○ 発達障害者支援センター 2 所　長 保健師

岡山県訪問看護ステーション連絡協議会 3 訪問看護ステーション管理者 看護師 南区西

居宅介護支援事業所連絡協議会 3 管理者 介護支援専門員 南区南

岡山市障害者自立支援協議会 3 南区南福祉事務所管内 相談支援専門員 南区南

こども福祉課 3 副主幹 家庭女性相談員 南区南

福祉事務所 3 主任 一般職 南区南

保健センター 3 副主査 保健師 南区南

地域包括支援センター 3 福祉職 社会福祉士 南区南

岡山市社会福祉協議会 3 課長補佐 主任相談支援包括化推進員

○ 障害福祉課 3 課長補佐 保健師

岡山県訪問看護ステーション連絡協議会 4 訪問看護ステーション管理者 看護師 南区西

地域包括支援センター 4 福祉職 主任介護支援専門員 南区西

健康づくり課 4 係長 事務

保健センター 4 主任保健技師 保健師 南区西

岡山市障害者自立支援協議会 4 南西地域部会 相談支援専門員 南区西

こども福祉課 4 主査 南区西

居宅介護支援事業所連絡協議会 4 主任介護支援専門員 介護支援専門員 南区西

岡山市社会福祉協議会 4 主任 岡山市支え合い推進員 南区西

○ 地域包括支援センター 4 総センター長 保健師

保健センター 5 保健技師 保健師 北区北

こころの健康センター 5 係長 保健師

地域包括支援センター 5 センター長補佐 主任介護支援専門員 北区北

居宅介護支援事業所連絡協議会 5 介護支援専門員 介護支援専門員 北区北

岡山市障害者自立支援協議会 5 中央・北地域部会 相談支援専門員？ 北区北

福祉事務所 5 係長 一般職 北区北

こども福祉課 5 母子・父子自立支援員 北区北

岡山市社会福祉協議会 5 主事 相談支援包括化推進員

○ 岡山市手をつなぐ育成会 5 統括施設長
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アドバイザー 名称 班 職名 職種

岡山県訪問看護ステーション連絡協議会 6 訪問看護ステーション管理者 看護師

居宅介護支援事業所連絡協議会 6 管理者 介護支援専門員

福祉事務所 6 所長 一般職

岡山市障害者自立支援協議会 6 相談支援専門員

こども福祉課 6 主査

保健センター 6 保健技師 保健師

地域包括支援センター 6 福祉主任 社会福祉士

○ こども福祉課 6 係長 保健師

福祉援護課 7 課長補佐 事務

医療政策推進課 7 主事 事務

生活保護・自立支援課 7 副主査 事務（生活保護担当）

こころの健康センター 7 主任 精神保健福祉士

保健管理課 7 保健技師 保健師

障害者更生相談所 7 係長 事務

岡山市社会福祉協議会 7 主任 日常生活自立支援事業専門員

○ こども総合相談所 7 所長

地域包括ケア推進課 8 課長補佐 事務

女性が輝くまちづくり推進課 8 課長補佐 事務

居宅介護支援事業所連絡協議会 8 介護支援専門員

地域子育て支援課 8 課長補佐

健康づくり課 8 主任保健技師 保健師

福祉事務所 8 係長 一般職

岡山市社会福祉協議会 8 課長補佐 岡山市支え合い推進員

○ 北区中央福祉事務所 8 所長

発達障害者支援センター 9 副主査 保健師

岡山県訪問看護ステーション連絡協議会 9 訪問看護ステーション管理者 看護師

教育委員会指導課 9 室長 学校教育

高齢者福祉課 9 保健技師 保健師

生活保護・自立支援課 9 副主査 事務（生活困窮担当）

福祉事務所 9 副主査 一般職

岡山市社会福祉協議会 9 課長補佐 室長

○ 健康づくり課 9 課長代理

地域ケア総合推進センター 10 保健技師 保健師

地域包括ケア推進課 10 主事 事務

女性が輝くまちづくり推進課 10 主事 事務

障害福祉課 10 主事

健康づくり課 10 主任 精神保健福祉士

教育委員会指導課 10 指導副主査 学校教育

岡山市社会福祉協議会 10 主事 相談支援員

○ 保健福祉部 10 保健政策担当部長 保健師
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２．プログラム・タイムスケジュール 

〇時間の黒字は想定していた時間で、赤字は実際にかかった時間です。 

時間 プログラム等 進行 留意点等 

9:30 受付開始   

10:00 

10:00 

 

開会 

 

○定刻がまいりましたので、ただ今から、岡山

市地域共生社会実現のための専門職人材育成研

修を開催します。 

〇私は本日の進行をさせていただく岡山市保健

福祉企画総務課の松岡です。よろしくお願いし

ます。 

〇それでは最初に福井保健福祉局長からご挨拶

申し上げます。 

＜福井局長挨拶＞ 

 

10:05 

10:05 

 

趣旨説明 

（５分） 

 

〇まずは資料の確認ですが、資料１として事前

配布資料、資料２として当日配布資料、資料３

として本日の名簿を配布しています。漏れがあ

りましたら事務局まで申し出てください。 

〇研修趣旨、期待、プログラムを説明 

 

 

 
 

 

期待（狙い）に書い

ているとおり、P２の

期待を研修プログ

ラムのどこの項目で

伝えようとしている

のか、を受講者に

伝えることが重要で

す。 
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〇ご説明したとおり、今日の研修はグループワ

ークが主で、それぞれのグループにはアドバイ

ザーがいます。アドバイザーの役割としては、

議論の中で気づいた点等があればアドバイザー

が問いかけやコメントをします。なので、基本

はアドバイザーを気にせずグループ内で主体的

に議論してください。また、他自治体参加者の

方々も数多くいらっしゃいます。この方々にも

オブザーバーとして気づいた点等があればコメ

ントをしてもらいます。 

 

〇注意事項において「厚労省から鏑木推進官、

調査研究事業検討会の委員もご参加いただいて

います。」と紹介 

 

 

10:10 

10:14 

 

アイスブレ

イク 

（１０分） 

 

〇お手元にあるA４の紙を１人１枚持ってくだ

さい。 

⇒アイスブレイク 

 

 
 

 

 

最初で受講者も緊

張しているので、多

めに時間をとってグ

ループ内のコミュニケ

ーションを促したほう

がいいです。 

岡山市の場合は当

日配布資料としまし

たが、事前配布資

料として事前に考え

てきてもらったほうが

スムーズに進行でき

ると思います。 
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10:20 

10:34 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例検討① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事例１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【質問１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇進め方はここに書いてある通りKJ法です

が、発表者を事前に決めておいてください。 

〇注意事項としては・・・（読み上げ＆補足）

 

〇それでは早速グループワークです。皆さんは

【資料２】２ページをご覧ください。それで、

となりの人とペアになり、「あなた」と「窓

口」に分かれてこの事例１を読み上げてくださ

い。奇数のところはオブザーバーと組んでくだ

さい。ではどうぞ始めてください。 

（２分） 

 
 

〇それでは質問に移りますが、このグループワ

ークでは２問設問がありますので、模造紙の真

ん中に線を引いて２つに分けておいてくださ

い。 

〇では最初の質問です。付箋でそれぞれ書いて

もらう作業が４分、グループ内で発表し、意見

交換しながらカテゴリ分けするのが１０分、計

１４分で作業してください。それでは始めてく

ださい。 

※「適宜トイレ休憩をとってもらって構いませ

ん」とアナウンス 

 
 

 

 

一つ目の質問でま

だ受講者も緊張し

ているので、様子

を見ながら必要で

あれば多めに時間

をとってください。後

半からは受講者も

慣れていくので、議

論がスムーズにい

きます。 
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10:36 

10:51 

 

 

 

 

 

 

 

 

10:50 

11:03 

 

【質問２】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【発表】 

 

 

〇では２つ目の質問です。先ほどと同様に付箋

で書く作業が４分、グループ内で整理するのが

１０分、計１４分でお願いします。それでは始

めてください。 

 
 

〇では発表してもらいます。発表したいグルー

プはいますか？ 

（手があがらない場合）このあと、グループワ

ーク続きますので、必ず１回回ってくるように

なりますよ～。早めのほうが気が楽かもしれま

せんよ～。 

（５分×２グループ）⇒時間があればもう１グ

ループ 

〇（発表後）アドバイザーから補足あります

か？ 

 

※松岡コメントまたはアドバイザー、グルー

プ、オブザーバーにコメントを振る。（１分） 

 

11:00 

11:12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事例２】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【質問１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇それでは先ほど同様にペアで読み上げてくだ

さい。今回は先ほどとあなたと窓口を入れ替え

てください。それでは始めてください。（２

分） 

 

〇では１つ目の質問です。先ほどと同様に進め

てください。 

（付箋作業４分、貼り出し１０分） 
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11:16 

11:25 

 

 

 

 

 

 

11:30 

11:35 

 

 

 

 

 

 

【質問２】 

 

 

 

 

 

 

 

【発表】 

 

 

 

 

 

 

 

〇では２つ目の質問です。始めてください。 

（付箋作業４分）、貼り出し１０分） 

 
 

〇では発表です。発表したいグループいます

か？ 

（４分×２グループ） 

 

〇（発表後）アドバイザーから補足あります

か？ 

 

※松岡コメントまたはアドバイザー、グルー

プ、オブザーバーにコメントを振る。（１分） 

 

 【休憩（余裕

あれば）】 

〇余裕があれば休憩をとる（５分または１０

分） 

 

11:40 

11:47 

 

【背景説明:

国の動向】 

 

〇それでは背景説明に移ります。国の動向につ

いては厚生労働省地域共生社会推進室の鏑木推

進官にお願いします。（１０分） 

（ｐ100～107参照） 

 

 

11:50 

12:01 

 

 〇それでは、岡山市の現状説明は事前にお伝え

したとおり省略しまして、岡山市の取組につい

て岡山市保健福祉企画総務課平野副主査から説

明します。（１０分） 

 
（ｐ122～131参照） 

 

 

講義時間について

は２０分（厚労省１

０分＋岡山市１０

分）としていました

が、長くとっても良い

と思います。講義部

分が GW に取り組

むうえでの考え方の

材料となります。 

・今回の講義は大

枠（制度概要、成

立の背景等）の説

明が主であったが、

実践の考え方（＝

GW の材料）につい

ても説明してもいい

です。 

例えば、これまでに

取り組んできた事例

での実践内容や、

支援者として姿勢

など…。参加者は

理念より具体例が

聞きたいはずだと思

いますので、それこそ

援助を断られたケー

スでの対応例なども

良いのではないかと

思います。 

・講義前と講義後

で、GW の内容が変

わるようなものにな

れば望ましい。 
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12:00 

12:11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12:20 

12:35 

 

 

【グループワ

ーク②】 

 

〇それでは事前にお伝えしたとおり、現状デー

タのグループワークです。（質問読み上げ）そ

れでは始めてください。付箋に書きだしが２

分、それぞれグループ内で発表が１８分、計２

０分でお願いします。 

（ｐ107～121参照） 

 

〇では発表です。発表したいグループいます

か？ 

（２分×２グループ） 

 

※松岡コメントまたはアドバイザー、グルー

プ、オブザーバーにコメントを振る。（１分） 

 

 

12:25 

12:43 

 

【昼休憩】 

 

ここでの飲食はOKですが、ロビーでの飲食は

お控えください。 

１3：２５から再開します。 

 

13:25 

13:45 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事例検討

②】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇それでは後半に入ります。後半もがっつりグ

ループワークをしてもらいます。資料２、５ペ

ージ事例１をご覧ください。 

〇前半と同じようにとなりの人とペアになり、

「あなた」と「窓口」に分かれてこの事例１を

読み上げてください。それでは始めてくださ

い。（５分） 

 

 

 

実際に行ってみたと

ころ、データの組み

合わせは普段データ

を見ていない人も多

く、ハードルが高かっ

たかもしれないので、

まずは気づいた点の

みを発表する形でも

いいかもしれません。

「データを見て気づ

いた点やデータと現

場の肌感覚で違うと

ころ、同じようなとこ

ろがあるか考えてみ

てください。また、違

う分野のデータと照

らし合わせたときに

気づきや課題等あ

ればそれも発表して

みてください。」など 
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13:30 

13:50 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13:45 

14:01 

 

 

 

 

 

 

 

14:00 

14:13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【質問①】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【質問②】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【質問③】 

 

 

〇それでは質問に入ります。このグループワー

クでは４つの質問があります。まず一つ目で

す。（質問読み上げ） 

 
 

〇前半と同じように同様に進めてください。付

箋作業５分、貼り出し１０分、計１５分で作業

してください。では始めてください。 

 

〇では２つ目の質問です。始めてください。 

（付箋作業５分）、貼り出し１０分） 

 
 

〇では３つ目の質問です。ここは２つの質問が

あります。 

〇こちらについてはアドバイザーにも問いかけ

てもらいながら進めてもらいます。始めてくだ

さい。 

（３０分） 

 
 

特につなぎ方、言い

方は重要でここで連

携が失敗し、押し付

け合いになっているケ

ースが多いことが見

受けられます。 

このため「生活困窮

者」は寄り添いサポ

ートセンター（自立相

談支援機関）につな

ぐ、といったときに「セ

ンターの誰につなぐ

か。」「どういう言い方

でつなぐか」といった

問いかけをアドバイザ

ーからしてもらい、具

体的な支援のヒント

を引き出すことが重

要です。 
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14:30 

14:35 

【休憩】 

 

〇休憩後発表してもらいます。（１０分休憩）

 

 

14:40 

14:45 

 

【発表】 

 

〇それでは再開します。発表したいグループい

ますか？ 

（５分×３グループ）（１５分） 

※松岡コメントまたはアドバイザー、グルー

プ、オブザーバーにコメントを振る。（１分） 

 

14:55 

14:59 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15:00 

15:03 

 

 

 

 

 

 

 

 

15:15 

15:11 

 

 

 

 

 

 

 

 

15:30 

15:17 

 

【事例２】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【質問①】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【質問②】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【質問③】 

 

〇それでは先ほど同様にペアで読み上げてくだ

さい。今回は先ほどとあなたと窓口を入れ替え

てください。それでは始めてください。（５

分） 

 

 

〇前半と同じように同様に進めてください。付

箋作業５分、貼り出し１０分、計１５分で作業

してください。では始めてください。 

 
 

〇では２つ目の質問です。始めてください。 

（付箋作業５分）、貼り出し１０分） 

 
 

〇では３つ目の質問です。ここは２つの質問が

あります。 

〇こちらについては先ほど同様アドバイザーに

も問いかけてもらいながら進めてもらいます。

始めてください。 

（３０分） 
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15:55～

16:05 

【休憩（余裕

あれば）】 

 

〇余裕があれば休憩をとる（５分または１０

分） 

→休憩は15:55～16：05に変更 

 

 

16:00 

15:35 

 

【発表】 

 

〇それでは発表です。発表したいグループいま

すか？ 

（５分×３グループ）（１５分） 

 

※松岡コメントまたはアドバイザー、グルー

プ、オブザーバーにコメントを振る。（１分） 

 

15:45  当日、追加で質問「相談したら断れることあり

ますよね？どこに相談してもうちじゃない、と

言われて自分が受け取ったままになってしまっ

た。その時２人３脚（自分も一緒に動く前提）

でやるなら誰に相談しますか？」 

 

15:55  【休憩】  

16:15 

16:05 

 

【グループワ

ーク④】 

 

〇それでは最後のグループワークです。資料２

の７ページをご覧ください。 

〇この３つについて、意見を出し合ってくださ

い。正解があるわけではありませんので、難し

く考えず、これまでグループワークした内容や

聞いた話を元に意見を出し合ってください。 

 

 
 

 

16:40 

16:40 

【発表】 

 

〇それでは発表です。発表したいグループいま

すか？ 

（３分×３グループ）（９分） 

 

16:50 

16:56 

【まとめ】 

 

【メモ】グループワークの発表に応じてアレン

ジして松岡コメント。（５分程度） 

 

精神障害が疑われ

るから精神保健を

担当している保健

センター、といった型

にはまった回答が多

く、NPO などの地域

資源が出てこなかっ

たことと、他の担当

に丸投げしている発

言があったので、お

願いして断れたらど

うするのか、といった

視点で質問を追加

しました。 

これにより、具体的

に支援に協力してく

れる NPO 法人等

の具体名やできるこ

との紹介があり、参

加者が新たな資源

をしることにつなげる

ことができました。 

また、このケースの

場合は「自分のとこ

ろはここまでの支援

を行うことができる」

といった具体的な支

援内容の発言を促

すことができ、実際

に他機関がどこまで

できるか、といった理

解が深まりました。
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１．断らない相談支援とは 

〇 「孤立」が大きなテーマ。そこにフォーカ

スして、誰にもつながれていない状況を想像す

る。 

⇒支援者目線ではなく当事者目線。 

〇 「解決」ではなく「つながり」に意味があ

り、つながり方は要支援者によってさまざまで

ある。 

⇒相談にならない相談をつなぎとめる。（家族

の代わり、お金、ニーズが不明瞭など） 

２．伴走型支援とは 

〇 要支援者と一緒に考えることでスタートラ

インに立つ。「一緒に考えた」ことが伴走とな

る。 

⇒必ずしも解決だけが支援ではない。 一緒に

考えることで要支援者と信頼関係が生まれ、そ

の後の支援につながる。 

〇 「支援者側」の伴走とは、仲間ができるこ

とである。支援者は「自分は困っている」と発

信できることが大切であり、支援者側もチーム

で対応することが重要。 

⇒１担当者、１機関で抱えない。 

３．参加支援（社会とのつながりや参加の支

援）・地域づくりに向けた支援   とは 

〇 「参加支援」は地域づくりにつながるもの

である。孤立解消に向けて、個別支援から地域

づくりを地域や関係機関・関係者とともに始め

ることが重要。 

⇒見守り、集いの場所など  

 

〇事前配布資料２ページ「期待すること」に戻

り、それぞれについてできたかどうか問いか

け。 

①気づく、そのために支援者目線ではなく当事

者目線 

②つながる、それは当事者だけではなく支援者

同士も。だから顔の見える関係が大事。 

 

〇最後にのりしろを出す。 

〇検討会の中でもこの取組をやるかやらないか

で、１０年後の自治体に差がつく、といった意

見もあった。それはみなさんひとりひとりの取

組の積み重ね。 

〇地域共生は掛け合わせプラスアルファという

言い方もある。正解はない。いろんな言葉で解

釈していい。関係者でともに考え、行動に移す

ことが地域共生そのもの。難しく考えなくてい

い。ちょっとした工夫、気づき、チームで考え

ることが困難を抱える当事者のその後の人生を

劇的に変えることができる。 

 

あくまで一つの考え

方です、この通りに

言う必要や無理して

まとめる必要はなく、

それぞれのグループ

で発表した意見でい

い意見をピックアップ

し、簡単にコメントす

れば十分です。 



86 

16:55 

17:07 

 

 

 

【挨拶】 

 

 

 

  

岡山っ子育成局長挨拶（５分） 

 

〇本日は長時間にわたりお疲れさまでした。こ

れをもちまして、本研修を終了します。ありが

とうございました。 

 

17:00 

17:12 

【終了】 〇最後にアンケートを記載の上、事務局に提出

をお願いします。必ず提出をお願いします。 

 

 

 

◆ 開会あいさつ：岡山市保健福祉局 局長 福井 貴弘 氏 ◆ 

◯今日、岡山市でこの会を開催されることを大変光栄に思っております。ここに今日お集まり

の岡山市の関係者の方々だけではなく、厚生労働省の鏑木様、そして研究事業の坂本委

員長をはじめとされる委員の皆さま、そして市外・県外からも大勢の方々がお見えのようで

す。本当にありがとうございます。 

◯地域共生社会について、平成 28 年に１億総活躍プランが国で出されてから３年ほどに

なりますが、その後、社会福祉法等も改正されて、これから各自治体、各地域で具体的に

取り組んでいかなければならない状況になっています。しかし、地域共生社会という言葉

自体、携わっている職員や関係者には伝わっていますが、一般市民までには浸透していな

いのではないかと思います。 

◯その一方で、現場で起こっていることは、今日集まっている皆さんは身に染みて感じられて

いると思いますけれども、ダブルケアの問題だったり、虐待だったり、そこに精神疾患が絡

んだり、複合課題といいますか、複雑なケース、困難なケースというのが増えているのでは

ないかと思います。 

◯その対応ということになると、1 つの機関、1 つの部署だけでは済まないということが、どん

どん増えています。そのために、この地域共生社会への取組というのが、まさに喫緊の課

題となっている訳です。岡山市でも平成 30 年に地域共生社会推進計画をつくり、それに

合わせて「断らない相談」ということで相談窓口を開設して取り組んでいますが、岡山市

も、まだまだこれからという状況にあります。 

◯何が重要かというと、まさに、このような研修で具体的な事例などを通して、さまざまな職

種の皆さんと顔を合わせてお互いそれを知るということだけでも、十分効果があります。今

後、おそらく現場に戻られて日々の仕事、業務をされるうえで、きっといろいろな相談が飛

び込んで来ると思います。その時に、いかに関係者の顔が浮かんでくるか、その言葉を自

分の頭の中で分かっているか。それによって言葉がすぐに出てきますし、またその対応の中

で、お互いに連携しなければいけない機関もすぐに思い浮かぶ。それをいかに培っていく

かが大事ではないかというふうに思います。 

◯そのためにも、正解があるわけではありませんので、時間をかけて、じっくりじっくりネットワ

ークを広げていって、またそういった人材というものを人が変わっても、それで終わるので

はなく、どんどん後につないでいけるような、そういった体制というのが非常に重要ではな

いかと思っております。 

◯今日はこのあと、グループワークなどもあって、夕方 17 時までかなり綿密な会議になろう
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かと思います。それぞれのグループになっていますけれども、気軽に、ざっくばらんに、それ

ぞれの思ったご意見・疑問点、恥ずかしいというのではなく、和気あいあいと賑やかに話し

合っていただけたらよいのではないかと思います。他自治体から本日足を運んでくださっ

ている方々も、ぜひこのグループワークの中でも普通にどんどん発言いただけたら幸いで

ございます。この会が実りある会となることを、そして本日お集まりの皆さま方の益々のこ

れからのご活躍、ご健勝を祈念いたしまして挨拶とさせていただきます。本日はどうもあり

がとうございます。よろしくお願いします。 

 

◆ 閉会あいさつ：岡山市岡山っ子育成局 局長 岡崎 尚子 氏 ◆ 

◯本日は午前午後と長時間にわたり研修会参加、本当にお疲れ様でした。また厚生労働省

から鏑木様はじめ検討委員の皆さま、県内外から参加いただいた方々、本当にありがとう

ございました。 

◯さて、今日はグループワークを中心とした研修ということで、皆さん、いろいろとやり取りを

しながら話を進めていただいたと思います。相談を受ける側、相談をする側、立場を変えた

り、そしてまたそれぞれの機関をこえて一緒に考えるというような経験の中で、多くの気づ

きがあったのではないかと思います。私自身、今日の研修会に参加させていただいて気づ

いたことや感想を述べさせていただきます。 

◯まず、「意識する」ということ。思っている以上に相談窓口というのは非常に敷居が高いも

のなのだということです。当事者にとっては、やはり相談に結びつくまでには、すごく時間が

かかる。日本では戦後長らく、民事不介入という姿勢が徹底されてきたので、そもそも家

庭のこのような問題を相談することすらイメージできない、という方も多くいると思います。

だからこそ、今日示した事例のように、窓口に来られた方、本当に「相談に来てくださって

ありがとう」ですよね。そこでやはり、きちっと「まずは受ける、断らない」ということ、すごく大

事なことかなと思います。しかし機関それぞれに限界があります。「機関の限界が支援の

限界」にならないように、つなぐことが大事ということになろうかと思います。しかし、つなぐ

ということ…非常に難しいですよね。それぞれの機関につなぎたいけれども、うまくつなが

らないということ、皆さんずいぶん経験されているのではなかろうかと思います。 

◯岡山市は平成 21 年に政令指定都市に移行したとき、児童相談所をもちました。そのとき

に起こったのが、「虐待」という言葉がついた途端に、児童相談所に相談が集中したこと

です。そこで児童相談所が『丸投げ禁止という』というキャッチフレーズを出しました。 

本当に導火線がついた爆弾を投げるような、そんな感じです。ただそれではいけないとい

うことで、福祉事務所の地域子ども相談センター、そして保健センターが一緒になって動く

体制を整えました。…3 年から 5 年かかったかなという印象ですけれども、今、本当にうま

く役割をもちながら、児童相談所と関係もしながら動いているんではなかろうかなと思い

ます。本当に皆さま方々、いろいろと工夫しながら取り組んでいただいていると思います。 

◯そしてつなぐ際に、やはり大事なのは、相手がどんなことができるのかということとともに、

相手の機関の限界を知っておくこと。どうしてもその限界を知らずにつなごうとすると、とも

すれば押しつけになったり、相手が引いてしまうようなことがあろうかと思います。なかなか

うまくいかない時に組織的に解決するルートを確保しておくこと。顔と顔が見える関係、ひ
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とひとネットも大事ですし、組織的に解決する。最後はこの総合相談の体制の中でのコー

ディネーターに相談を持ち込む、ということも１つの解決策につながってくることかなと思い

ます。 

◯そして最後に感じたことが、相談する側、支援を受ける側というのは、いつまでも支援を受

ける側ではないということです。5 年後、10 年後の話をした時に、皆さんの話を聞いてい

て私もあーと思いました。例えば、精神障がいをお持ちの方が、新たなつながりや取組の

中で、例えばサポーターとして活躍したり、DV を受けた方が自立していく中で、一人親の

就労支援に取り組む NPO 法人を立ち上げたりというような動きがございます。既存のサ

ービスだけでは対応しきれない…、新たにどのようなことができるのか、これはもう皆さま

方のいろいろな知恵を寄せ合うことが大事かなと思います。いま、「DV」「虐待」「引きこも

り」「8050」など、おせっかい行政が求められる時代なのだというような気がつくづくして

おります。そういった意味では今日の研修で得られた気づき、そして顔と顔が見える関係を

活かして、日頃の現場での実践につなげていただきたいと思います。 

◯長くなりましたが、閉会の挨拶とさせていただきます。本日はどうもありがとうございまし

た。 
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３．会場レイアウト、研修風景 
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令和元年度 厚生労働省 社会福祉推進事業 

「地域共生社会の実現に向けた包括的支援体制構築に必要な人材育成手法の開発に関する調査研究事業」 

◆ 岡山市 地域共生社会実現のための専門職人材育成研修 参加者アンケート ◆

今後の研修実施の参考にさせていただくため、アンケートへのご協力をお願いいたします。 

問１.あなたの所属先（１つに◯） 

1. 行政（医療部門）

2. 行政（高齢部門）

3. 行政（障害部門）

4. 行政（生活保護部門）

5. 行政（生活困窮者部門）

6. 行政（保健部門）

7. 行政（児童部門）

8. 行政（その他福祉部門）

9. 行政（男女共同参画部門）

10. 行政（教育部門）

11. 地域包括支援センター

12. 保健センター

13. 福祉事務所

14. 地域こども相談センター

15. 発達障害者支援センター

16. 地域ケア総合推進センター

17. こころの健康センター

18. 障害者更生相談所

19. 訪問看護ステーション

20. 居宅介護支援事業所

21. 障害者相談支援事業所

22. 地域活動支援センター

23. 寄り添いサポートセンター

24. 社協（権利擁護等）

25. 社協（地域福祉）

26. その他（   ）

問２.あなたの職種（当てはまるものに◯） 

1. 事務職・一般職

2. 保健師・看護師

3. 介護支援専門員

4. 相談支援専門員（障害者）

5. 社会福祉士

6. 児童福祉士

7. 精神保健福祉士

8. 心理士

9. 教員

10. その他（   ）

問３.研修会の感想をお聞かせください。 

（１）困難を抱える当事者・家族を支援するにあたって、これから必要となる基本的な考え方（1.断ら

ない相談支援、2.伴走型支援、3.参加支援・地域づくりに向けた支援）について 

①基本的な考え方について理解できましたか。（１つに◯）

1. 理解できた

2. ある程度理解できた

3. あまり理解できなかった

4. 理解できなかった

①-1 ①で選択した理由について教えてください。

②基本的な考え方を庁内・関係者に説明できるようになりましたか。（１つに◯）

1. 説明できるようになった

2. ある程度説明できるようになった

3. あまり説明できるようにならなかった

4. 説明できるようにならなかった

②-1 ②で選択した理由について教えてください。
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（２）本日の研修会内容について 

①研修全体を通して気づけたことを教えてください。

②本日学んだことを現場の実践（困難を抱える当事者・家族への支援や庁内・関係者への相談など）

に活かしていくことができますか。（１つに◯）

1. 活かしていくことができる。

2. ある程度活かしていくことができる。

3. あまり活かしていくことができない。

4. 活かすことができない。

②-1 ②で選択した理由について教えてください。

③今後どのような場面に活かすことができると思いますか。

④今後どのようなことに気を付けようと思いますか。

⑤印象に残ったキーワードを教えてください。

⑥研修会全体を通して、よく分からなかったことや、もっと聞いてみたかったこと、改善したほうが

いいと思う点があれば教えてください。

⑦その他、研修会全般に関するご意見やご感想等をご自由にお書きください。

ご協力ありがとうございました。 
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令和元年度 厚生労働省 社会福祉推進事業 

「地域共生社会の実現に向けた包括的支援体制構築に必要な人材育成手法の開発に関する調査研究事業」 

岡山市 地域共生社会実現のための専門職人材育成研修 アドバイザー等アンケート

今後の研修実施の参考にさせていただくため、アンケートへのご協力をお願いいたします。 

部署名 

役職・名前 

問１．本日の研修でよかったと思う点はどこですか。ある場合、その理由も記入してください。 

問２．来年度の研修に向けてどのような工夫や改善が必要となると思いますか。 

問３．本研修を含め、地域共生社会を進めるための人材（市職員や専門職（民間事業所含む））を育てる

ためにはどういった取組が必要だと思いますか。 

問４．研修会全般に関するご意見やご感想等をご自由にお書きください。 

問５．岡山市で地域共生社会を進める上での課題やご意見等をご自由にお書きください。  

ご協力ありがとうござました。 
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令和元年度 厚生労働省 社会福祉推進事業 

「地域共生社会の実現に向けた包括的支援体制構築に必要な人材育成手法の開発に関する調査研究事業」 

岡山市 地域共生社会実現のための専門職人材育成研修 オブザーバーアンケート

今後の研修実施の参考にさせていただくため、アンケートへのご協力をお願いいたします。 

自治体・団体名 

部署名・名前 

問１．本日の研修でよかったと思う点はどこですか。ある場合、その理由も記入してください。 

問２． 貴自治体で本日のような研修を実施できそうですか。 

1. 実施できる

2. ある程度実施できる

3. 一部実施できる

4. 実施は難しい

問３．貴自治体で本日のような研修を実施する場合、難しいと感じる点はありますか。ある場合、その

理由も記入してください。 

問４．貴自治体で研修を実施する場合、どのような工夫や加工が必要となると思いますか。 

問５．研修会全般に関するご意見やご感想等をご自由にお書きください。 

ご協力ありがとうござました。 
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Ⅴ．起案、内部稟議、庁内連携、参加者募集について 
 

研修の企画・推進を主に担当した岡山市保健福祉企画総務課の松岡克朗氏に、起

案、内部稟議、庁内連携、参加者募集についてうかがいました。 

１．なぜここまでの研修を行おうと思ったのか？ 

◯私自身、総務課という立場で各課・各相談機関単独では解決が難しい事例につ

いて関わる機会がありましたが、制度が複雑化していること、また、複合課題を抱

えている事例が多く、「断ったつもりはないが、自分たちの所管の制度では対応で

きないことから結果的に断って、たらい回しにあって問題になっている事例」をみて

きました。 

◯このため、複合課題や制度の狭間へ対応していく地域共生社会について、必要な

施策として進めてきましたが、進めていく中で「断らない相談」を実現するにあたっ

ては職員１人１人へ施策の必要性や基本的な考え方を浸透させていくことが必要

であると考え、令和元年６月に保健福祉局・岡山っ子育成局全職員対象に地域

共生社会推進のための職員研修を４０分程度で実施しました。その研修アンケー

ト意見では「とても重要な研修なので時間をかけてやってほしい」「研修の内容・

量からすると、研修時間が短かった。」等の意見があり、さらに内容を充実させた

研修が必要と考えている中、この研修の話をいただいたことから本研修を実施す

ることにしました。 

２．なぜ局長が２名参加したのか。 

どのような危機感をもって参加されたのか？ 

◯地域共生社会を進めるためには、縦割りを超えて各関係課・機関が動くことが必

要ですが、各担当者、課長クラスだと自分たちの所掌の範囲で従来通りの縦割り

にとどまってしまう可能性があります。このため、両局長に参加してもらうことで、両

局全体で地域共生社会を進めていることを職員に意識づけし、より多機関の協働

を進めることができると考え、参加をしていただくよう要請しました。なお、両局長の

参加する意識は下記の通りです。 

（福井保健福祉局長） 

◯地域共生社会の推進というこれからの社会に必要な施策を担当者が進めてくれ

ている中で、局長として内容をしっかりと理解していくことが必要という意識で参

加しました。   

◯また、岡山市も事業を始めたばかりで事業のブラッシュアップが必要ですが、本研



144 

修は厚生労働省職員、有識者である検討会委員や他都市の方々も参加してもら

う研修であることから有意義な助言をいただけること、また現場の実態を見ること

ができる貴重な機会です。その内容を部下から報告してもらうだけではなく、自ら

研修に参加し、現場をみることで自分の理解も深め、事業のブラッシュアップにつ

なげることが必要と考え研修に参加しました。 

（岡崎岡山っ子育成局長） 

◯岡山市では昔から縦割り意識が強く、地域共生社会を進めていくためには上から

と現場からと両方から刺激を与えていかないと進みません。上から言うだけでもだ

めで、上も現場も共通認識をもったうえで話ができるようにならないといけない、と

いうことで研修に１日参加しました。 

３．庁内での研修承諾までの経緯は？ 

◯厚労省検討委員会において、研修実施の要請があったこと、またこれからの岡山

市にとっても必要な研修であることを保健福祉局長、次長に説明したところ、「せっ

かくの機会だから行うべき」ということで承諾いただきました。また各分野の部長

やセンター長等で構成する複合課題アドバイザー会議において、研修を行うことを

説明し、局内での合意を得ていきました。さらに、岡山っ子育成局長にも同様に説

明したところ、「必要な研修であるから行うべきであり、岡山っ子育成局の職員も

参加させる」ということで承諾いただきました。 

４．参加者に対し、どのような内容を説明し、誘ったのか？ 

◯複合課題解決アドバイザー会議、福祉事務所長会議、保健センター長会議、障害

者自立支援協議会等で説明するとともに、訪問看護ステーション協議会長など、

各組織の長やキーパーソンに直接説明することで参加者を募りました。また、各課、

センター毎に参加者の割当人数を示し、割当人数を必ずだしてもらうよう組織長

に要請しました。 

◯また総合相談ワーキングのメンバーなど、各課・センター等でキーパーソンとなる

方については個別に指名し、参加してもらうようお願いしました。 

５．参加者の年齢分布や男女比は考えていたのか？ 

◯それぞれの所属（福祉事務所、保健センター等）で管理職、中堅、新人含む担当レ

ベルをそれぞれ均等に参加させてほしいという依頼をしたことでさまざまな年代が

参加することになりました。男女比については特に意識はしていませんでしたが、さ

まざまな機関から参加してもらうことで結果的に男女比のバランスがよくなりまし

た。 
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６．本当は誘いたかったけれど、誘えなかった人、誘うのをやめた人

はいるか？ 

◯病院の退院調整を行っている MSW（メディカルソーシャルワーカー）や、窓口対応

している区役所の職員や税部門の職員を誘いたかったですが、人数規模の問題

で誘えませんでした。ただ、区役所や税部門の市職員は人事異動もあることから、

「学んだことを異動先でも普及・実践してもらいたい」といったメッセージを研修で

盛り込むことで、数年先かけて意識を浸透させていけばいいのではないか、といっ

た意見を作業部会で委員からいただいたことから、無理をして呼ばないこととしま

した。病院の MSW については来年度参加してもらう方向で検討する予定です。 

７．行政職員のほか、社協等の人が参加していたが、なぜ行政以外の

人を誘ったのか？ 

◯岡山市では包括的支援体制構築に向けて相談支援包括化推進員を配置して多

機関の協働を進めていますが、包括的支援体制を進めた効果として民間支援機

関から「行政支援機関への相談のハードルが低くなった。」といった声を多くいた

だきました。こういった声があったことから、さらに民間と行政の連携を進める必要

があると考え、行政以外の支援者も含め、支援者が一堂に会する本研修に参加

いただきました。 

８．多くの人が研修に参加していたが、周囲の人への配慮として行っ

たことはあるか？ 

◯複合課題解決アドバイザーに事前にグループ構成をみてもらい、自分たちが担当

しているグループにどういった所属、階層、性格の人がいるのか確認してもらうとと

もに、特に立場や性格等でしゃべりにくそうな人には発言を促すようお願いしまし

た。 

◯また、グループワーク時に全体を見渡した時にスムーズに議論が進んでいないグ

ループについては私から声かけや進行の助言をしました。 

９．受講者を集めるための工夫 

岡山市では、 

①参加依頼通知を保健福祉局長・岡山っ子育成局長連名で出すことで、保健福祉

企画総務課という一つの課ではなく、局全体として動いていることを示したこと、 

②アドバイザー（各機関の長）や福祉事務所長会議等、既存の長が集まる会議で研

修趣旨を説明し、参加者を出してもらうよう協力を仰いだこと、（むしろ必ず人を出

すよう要請したこと） 
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③アドバイザーや各所長等に参加しやすい日を聞くことで多くの参加者が集まる日

が設定できたこと。（例えば各課の大きなイベントや保健センターの赤ちゃん検診、

福祉事務所の保護費支給日などを外すなど） 

④所長などの管理職を一定数参加させるよう明確にアドバイザーや各所属長に伝

えたこと（センターから出してもらう６人のうち、２人はセンター長、２人は中堅、２人

は新人など） 

がポイントだったと思います。 

⇒各分野のアドバイザーを正式におき、役割を与えているのは大きいが、アドバイザ

ーがいなくても管理職や相談支援に熟知した人をファシリテーターに指名し、事前

に研修を行うことでカバーできると思います。 

⇒また、丸一日の参加についても上記のプロセスができていれば参加は可能です。 

⇒そもそも地域共生は横ぐしを刺さないといけないので担当課を超え、部長、局長級

にも研修を実施することを伝え、意識を共有することでスムーズに研修を進めるこ

とができました。 
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＜参考資料＞ 

■地域共生社会推進人材育成研修通知文 

 

 

 



148 

（別紙１）地域共生社会人材育成研修の実施について 
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（別紙２）人材育成研修割当表 
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（研修受講申込書） 
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１．改正社会福祉法の概要 
 

 
 

（資料）厚生労働省「地域共生社会に向けた包括的支援と多様な参加・協働の推進に関する検討会」 

（地域共生社会推進検討会）最終とりまとめ（概要）令和元年１２月２６日 
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２．地域共生社会に向けた包括的支援と多様な参加・協働の
推進に関する検討会最終とりまとめ 

（資料）厚生労働省「地域共生社会に向けた包括的支援と多様な参加・協働の推進に関する検討会」 

（地域共生社会推進検討会）最終とりまとめ（概要）令和元年１２月２６日 
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３．本調査研究事業の概要 

（１）本調査研究事業の目的 

◯令和元年度生活困窮者就労準備支援事業費等補助金（社会福祉推進事業分）「地域共

生社会の実現に向けた包括的支援体制構築に必要な人材育成手法の開発に関する調査

研究事業」は、各市町村の包括的支援体制構築を担う人材の育成研修等を都道府県等が

行うことを想定し、人材育成研修を開発・実施し、今後各地域での支援体制構築に必要な

人材育成手法を開発することを目的として実施するものである。 

◯具体的には以下の３つの事業を実施する。 

①有識者による検討会を設置し、包括的支援体制の構築に必要な人材に求められる機

能をもとに、育成に必要な研修構成及びテキストを開発・作成する。 

②各地域で人材育成を実施するための手法を検討・開発する。 

③研修をモデル的に実施（全国１箇所程度）し、その効果を検証する。 

（２）本調査研究の実施体制 

※敬称略。五十音順 

＜検討委員会＞ 

（委員長）坂本 文武：Medical Studio 代表理事（作業部会①②委員長兼務） 

（委員）   朝比奈ミカ：中核地域生活支援センターがじゅまる センター長 

阿部 友輝：大分県福祉保健部保護・監査指導室 主査 

          池田 昌弘：NPO 法人全国コミュニティライフサポートセンター理事長 

加藤 恵：半田市障がい者相談支援センター長 

久保 眞人：川崎市健康福祉局地域包括ケア推進室 

古城 亜耶美：社会福祉法人ゆうゆう 人事・広報・企画担当 

          高橋 尚子：一般社団法人 京都自立就労サポートセンター 

主任自立就労支援相談員 

前神 有里：一般財団法人地域活性化センター 

松岡 克朗：岡山市保健福祉局保健福祉部 保健福祉企画総務課 

＜作業部会①（専門職向け教材検討チーム）＞ 

（委員長）坂本 文武：Medical Studio 代表理事 

（委員）   朝比奈ミカ：中核地域生活支援センターがじゅまる センター長 

阿部 友輝：大分県福祉保健部保護・監査指導室 主査 

加藤 恵：半田市障がい者相談支援センター長 

          高橋 尚子：一般社団法人 京都自立就労サポートセンター 

主任自立就労支援相談員 

松岡 克朗：岡山市保健福祉局保健福祉部 保健福祉企画総務課 
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（３）事業内容 

◯育成に必要な研修構成及びテキストならびに各地域で人材育成を実施するための手法の

開発・作成 

・専門職向け研修実施のための手引き 

・地域づくりに関する取組事例集 

◯モデル研修の実施 
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令和元年度生活困窮者就労準備支援事業費等補助金（社会福祉推進事業分） 

地域共生社会の実現に向けた包括的支援体制構築に必要な 

人材育成手法の開発に関する調査研究事業 

 

地域共生社会の実現に向けた包括的支援体制構築に向けて 

市町村における専門職（相談対応）向け研修実施のための手引き 

～「断らない相談支援」について学ぶ研修会の企画から実施まで～ 

 

令和２年３月 

三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社 
住所：〒105-8501 東京都港区虎ノ門 5-11-2 

電話：０３－６７３３－１０２４ 

FAX ：０３－６７３３－１０２８ 

 




